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11ディスククォータの利用 

管 a をはディスククォータの設定をすることで、をユーザーが旧 torage NS 内のをボリュームで巧用す 
るディスク容量を制限する事ができます。ディスク容量を制限する事で、限られたユーザーが資源のほと 
んどを f ま用してしまい化のユーザーが f ま用できなくなるという問題を避ける事ができます。ディスククォ 
ータによりユーザーが巧用できるディスク容量の制限値をみめることで、制限を超えてのディスク巧用は 
行えません。 



図.ディスククォータ管理 

ディスククォータの設をはボリュームごとに行います。下記では例えばにドライブに巧してディスクク 
ォータの設定を行う場合について記述します。 

① プライマリナビゲーシヨンバーから、「ディスク J を選択します。 

② 「ディスククォータ」を運択します。 

③ ディスククォータを設定するボリューム（例えば E : ドライブ）を選び「クォータ」をクリックします。 

④ 「クォータの管 a を有効にする J チェックボックスにチェックします。 

⑤ 「クォータ制限を超過したユーザーのディスク割り当てを拒否する J チェックボックスにチェックし 
ます。ここをチェックすることで、例えば当該ボリュームの使用を 10 MB に制限されたユーザーが 
10 MB を超えて巧用しようとすると、エラーを返し当該ボリュームへのディスク割り当てが拒否され 
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11 ディスククォータの利用 


ます。このチュックをはずしておくと、制限のを義は行いますが、ユーザーは制限を越えて当該ボリ 
ュームを利用できます。制限を越えた場合にログへ記録するだけの設定にするなどして、ボリューム 
を超えての使用も許可することができます。こうすることで、絶対に制限を越えられない運用や、制 
限を越えての利用も許すがログには記録して後からボリューム内の不要なファイルを削除するよう 
にする運用など、柔軟な運用管理が行えます。 

⑥ 「制限値を越えたらイベントログに記録するし「警告レベルを超えたらイベントログに記録する J の設 
定を行い、「〇町をクリックします。共に、運用に合わせてログへの記録の有無を指をしてください。 



図.クォータ設定 

⑦ ディスククォータを設定するボリューム（例えば E : ドライブ）を選び「クォータエントリ J をクリック 
します。 

⑧ 「新規」を選択します。 

⑨ ディスク容量の制限をみえるューザーを指をします。口 ■ ー カルュ1 ーザ ■ —に巧して設定する場合は一覧 
から選び、ドメインユーザーに巧して設定する場合は、「ドメインを¥ユーザーを」の形で指をします。 

⑩ 当該ユーザーに巧するディスクの使用を制限する場合、「ディスク領域を制限する J ボタンを ON にし、 
制限値と警告値を設ちします。例えば、ユーザー A にがして 1 GB のディスク領域の使用を許可し、 
800 MB を越えた時点でイベントログに警告を記録したい場合、「ディスク領域を制限する J 欄の右の 
ボックスに 「1 J を入れ、その右のメニューから 「GBj を選択します。さらに「警告 レベルの 設を J 欄の 
右のボックスに 「800 J を入れ、その右のメニューから 「 MB 」 を選択します。すべての設をを行ったら、 
「OKj をクリックし設定を完了します。 
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CQ 新しいクォータエントリ画面 （ L ディスクーディスククォータ]の[クォータエントリ]夕 
スクの[新規])で rAdministratorJ または 「 Guest 」 を選択した場合、クォータエントリ画 
面に表示されません。このため、これらに関するプロパティの変更、クォータエントリの削除 
はターミナルサービスにて、クォータ制限をしたボリュームのクォータエントリ画面（[プロパ 
ティ]-[クォータ]タブー[クォータエントリ]ボタン）にて行ってください。 

V J 
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12 Persistent Storage Manager (固定旨己 

憶域マネージャ） 

固定記憶域マネージャは、ある時点でのボリュームのコピーを仮想的に作成し、固をイメージ作成時の 
当該ボリュームのイメージをそのまま保持しておく機能です。仮お的なボリュームのコピーのことを「固 
をイメージ」と呼びます。この機能は、万ーファイルを削除してしまった場合や、誤って行ったファイル 
更新を固定イメージ作成時の状態に戻したい場合に有効です。例えば、次のように運用します。 


〈運用例〉 

固を記憶域マネージャはスケジューリング機能を持っているため、ご使用の環境やファイルの 
利用ホをなどに基づいて固定イメージ作成をスケジューリングし、一定のタイミングで固定イメ 
ージを自動的に作成しておきます悔日 6:00 AM など)。誤って行ったファイルの更新を元に戻し 
たい場合は、固定イメージ内の対応するファイルをオリジナルの位置にコピー儲がは、じ 2.7.5 復 
元一 < コピーに より、固をイメージからデータを戻す場合 > を参照）することで、固定イメー 
ジ作成時のファイルの状態に戻します。 

このような運用の例としては、例えば、お日朝5:00のが態の固をイメージを作成し、操作 ミス 等による 
ファイル 削除が万一起こった場合には、 ファイルの 内容をその日の朝5:00の状態に戻す事ができるといっ 
た形態です。固定記憶がマネージャは上記のような目的のためにご使用ください。 

ただし、固を記憶域マネージャを使用する場合、を更前のファイルイメージを格納するキャッシュサイ 
ズの指をが必要です。キャッシュサイズは通常、固定イメージ作成時な降に更新が予想される、総ブロッ 
クサイズの合計値が必要です。 
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12.1 固定記憶域マネージャの仕組み 


イ国定ィメ- 


ジけが 巧 的 



FileD ^ 至巧 








上図は、 FileD を保有するドライブ E を巧をとして、固定イメージの作成、 FileD の更新 、 File F の巧規 
作成を説明したものです。上列は、ディスクを示し、下列は、エクスプローラによる ファイル ツリーの見 
えホを示しています。下記に図の詳細を説明します。 

1) 固定イメージの作成 

固定イメージを作成すると、そのボリュームに snapshots フォルダ(フォルダあは、設定により'塞更可能) 
が作成され、 snapshots フォルダの下に、えホ象のボリュ'—ムが snapshot . x ( x は数字、名前は、設定により 
変更可能)というを前でコピーされます。この snapshots を固をイメージと呼びます。コピーされると書 
きましたが、ディスク上でみると snapshots ポインタ（な下、固をイメージポインタと表現）は、オリジ 
ナルポインタと同じブロックを指します。つまり、固定イメージがボリュームの空き容量を消費すること 
はありません。ただし、オリジナルデータの更新に備えて、そのボリュームに、キャッシュ領域が確保さ 
れます。（確保するキャッシュ領域は、設をにより変更可能)。 
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2) File D の更新 

扔 le D を更新し、更新後のファイルをを扔 le d として保存する場合を考えます。扔 le D を更巧する際、 
File D の更新前のデータをバックアップするため、更新前のデータが、同ーボリューム内に確保されてい 
たキャッシュ領域に書き出されます。同時に、扔 le D を指していた固定イメージポインタも、キャッシュ 
領域に書き出されたバックアップデータを指すようになります。 

3) File F の新規追加 

扔 le F を新たに追加する場合は、更新時のように、データがキャッシュ領域にバックアップされる処理 
は起きません。固をイメージは、固定イメージ作成前にそのボリュームに保持されていたデータのみをポ 
インタするため、新規に追加されたデータに関しては無視します。 


ここでは、ファイル単位で更新および新規作成を説明しましたが、キャッシュ領域への書きこみはブロ 
ック(*1)単位で行われますので、ファイルが更新される場合は更新されたブロックだけがキャッシュに書き 
こまれることになります。また、ユーザーが認識できるファイルの更新だけでなく、ディレクトリ情幸良や 
ファイル検索に使用するような 0 S 自体が管理するファイルの情報(アクセス権やアーカイブビッ ト など) 
の更新もキャッシュに書きこまれます。したがってユーザーが認識しているファイル操作な外の操作、た 
とえばファイルの属性のを更などでもキャッシュへのデータの書き出しが発生します。 

*1: ファイルはファイルシステム により幾つかのブロックに分けて管理されています。固を記憶域マネー 
ジャはそのブロック単位に行われる I / O を監視しています。 

な上の動作は、1 つの 固定イメージに巧し1回ず つ 行われます。1 つの ボリュームに2 つの 固定イメージが 
存在する場合、すなわち1っのボリュームに対し2回固をイメージを作成した場合は、それぞれの固をイ 
メージに対してキャッシュの書きこみが行われますので、2倍のキャッシュ領域が必要になります。 

•キャッシュへの書き込みが発生する操作例 
-ファイルの更新、削除、移動 

-ファイルまたはフォルダのオープン、検索、プロパティ表示 (0 S 管理情報に更新が入ります） 

-ファイル属性の操作 
•キャッシュへの書き込みについて 

固定記憶域マネージャが更新をチェックするのはブロック単位で行いますので、キャッシユに 
書き込まれるデータサイズは、ファイルの更新を行った場合そのファイルのサイズ分とは限りま 
せん。 0 S が管理するファイルまたはフォルダの属性が更新された場合は、その分のキャッシュ領 
域がミ肖費されます。 
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12.2 キャッシュ使用率に関しての警告 

固定記憶城マネージャの管理用の機能として、キャッシュの使用率によって警告を出す ( WebUI の[状態] 
とイベント ログに 出力)機能があります。キャッシュの使用率により、固定記憶域マネージャが、固をイメ 
ージを削除します（詳細は下記参照)。管理をは、この警告に注意することにより、固定イメージの自動削 
除を予測することができます。常にこの警告に注意してください。 

山警告しきい値に達する要因慨を値80%) 

固定記憶城マネージャのキャッシュのイ吏用率がこの値に達すると警告が出ます。固定イメージ作成 
対•をボリュームの容量や利用形態にもよりますが、 一般的に既定値より化い値を設をしたホが急激 
にキャッシュ領域を消費した場合に余がを持って対応することができます。 また、警告が出た場合、 
まずは必要の無い固定イメージを削除する等の巧策を取ることが必要です。（固定イメージの削除は、 
[12.7.4 固をイメージ_ 3) 削除]を参照してください。） さらに、警告が出るということは、キャ 
ッシュサイズが運用環境に巧して小さく設定されていると思われますので、キャッシュサイズを大 

きく再設定することをお勧めします 。キャッシュサイズを再設定するには、一度、 その ボリューム 
の全ての固定イメージを削除してから、 12.7.2 の「ボリューム設定 J に従い再設定してください。 

但） イメージを削除する要因(既を値90%) 

固定記憶域マネージャのキャッシュの使用率がこの値に達すると警告が出て、優先をと作成した日 
時をもとに導きだした固をイメージを、前述の"警告しきい値に達する要因"に設定した巧用率にな 
るまで削除します。（ただし、固定イメージが1つの場合は、削除しません）また、 （1) による警告 
が出た後、巧策を取らずに運用を続けてしまう可能性も考慮に入れ、キャッシュオーバーフローを 
防ぐためにもこの値も既定値よりほ V 、値(例えば80%に下げる等)を設をすることをお勸めします。 

yj キャッシュ巧用率が急激に増加し100%に達した場合、上述の2つの動作(警告と固定イ 
メージの 一部削除) をせ ずにキャッシュ オーバーフローの 警告が出て、 すべての 固定 イメージを 
削除します。これを避けるためにも、上記の要因の指定をほく設をする事が重要です。 

<設定に ついて> 

キャッシュの使用率が急激に増加した場合、固定イメージが削除されることがあります。した 
がって、そうなる前に巧処できるようにおを様の運用状況によって設定を変更してください。 
急激なキャッシュ使用率の増加にが応するために、"警告しきい値に達する要因"ど’イメージを 
削除する要因"の設定値の間隔を広くとっておくことをお勧めします。こうすることにより、 
はじめの"警告しきい値に達する要因"の警告から次の"イメージを削除する要因"での固をイメ 
ージ削除までの間にが処する時間ができます。 

また、キャッシュ巧用率が10 0%になった場合、固をイメージが全て削除されますので、譬 
告の設定値は低いところに設定してください。 
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12.3 固定イメージ数に関しての警告 

固定記憶域マネージャの管®用の機能として、固定イメージ数によって警告を出す ( WebUI の[が態]とイ 
ベントログに出力)機能があります。イメージ数の設をによっては、警告が頻発したり、固をイメージが削 
除されたりしますのでを意してください。なお、管 a 者のホは常にこの警告や固定イメージの最大数に注 
意してください。 

(1) 保存可能な固をイメージの数の80%越えの警告 

固定イメージ数が、保存可能な固定イメージの数 （ 「12.7.1グローバル設を_ (1) 固をイメージの 
最大数」を参照)の80%に達すると「保存可能な固定イメージの最大数に近づいている」という内容 
の警告メッ七ージがでます。警告が出るということは、そのまま運用をつづけると、各スケジュール 
および手動で作成しているイメ ージ数の総和が保存可能な固をイメージの最大数を超える可能性が 
ありますので、をスケジュールで保存するイメージ数を小さく設定し直し(じ 2.7.3 スケジュール]を 
参照)、手動で保存しているイメージ数を減らす（じ 2.7.4 固定イメージ ー 3) 削娩を参照）ことを 
お勧めします。 

但)保存可能な固をイメージ数に達した警告 

固定イメージ数が、保存可能な固定イメージの数 （ 「12.7.1グローバル設を_ (1) 固をイメージの 
最大数」を参照)に達すると、次に固定イメージ作成するたびに「保存可能な固をイメージに達しまし 
た。」という内容の警告がでます。このとき優先をのほい固定イメージが1つ削除され、新たに1つ 
固定イメージが追加される動作が起こるためシステムに負荷を与えます。をスケジュールで保存する 
イメージ数を小さく設定し直し(じ 2.7.3 スケジュール]を参照)、更に、手動で保存しているイメージ 
数を減らす（じ 2.7.4 固をイメージ ー 3) 削除]を参照）ことをお勧めします。 
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12.4 キャッシュサイズの見積もり 

キャッシュ領巧は固定イメージ作成巧をボリューム内に作成され、そのサイズはボリュームの割合げ 0) 
で指をします。既を値は20%です。たとえば固定イメージ作成支ホ象ボリュームが 127 GB (モデルは iStorage 
NS 410 の標準構成)の場合は、デフォルトで 25.4 GB がキャッシュ領域として確保されます。このときュー 
ザーが利用可能な領域は101.6 GB になります。キャッシュの割合が不足しないように設定するため、な下 
の例にしたがって、ボリューム容量からキャッシュサイズの見積もりを行ってください。 

例えばあるボリュームに巧して1日1回固定イメージを作成し、3つ保持するものとします。次に、ある固 
をイメージ作成から次の固定イメージ作成までの間に更新されるファイルのサイズを見積もります。例え 
ば1日に 3 GB のファイルが、新たに更新されると見積もれば、な下の計算にしたがってキャッシュサイズ 
を算出します。 

snapshot . 0 (1 日目）3日 x 3 GB = 9 GB 

snapshot . l (2 日目）2日 x 3 GB = 6 GB => 3日分の合計 18 GB が予想される、キャッシュの消費値 
snapshot . 2 (3 日目）1日 x 3 GB = 3 GB 

更にキャッシュの[警告のしきい個 （ じ 2.3 (1) 警告しきい値に達する要团を参照 ） を80%としている場合、 
22 GB (18 X 100/80) を必要とし、更にファイルの属性変更に伴うデータの書き出しを 1 GB と見積もり、合 
計 23 GB が必要です。ボリューム全体が 127 GB ならば、 23/127 = 0.18 となるので20%を設定することにな 
ります。 
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12.5 運用例 

固を記憶域マネージャの運用には、警告やエラーのメッセージが出にくい、な下の運用を推奨してい 

ます。 

1) 作成可能な固をイメージ数を250(デフォルト）とする。設を方をは「12.7.1グローバル設定一 
(1) 固定イメージの最大数」を参照してください。 

2) 固定イメージの作成をスケジュールする際、[保存するイメー ジ数]を5個に設定してください。 
設を方法は、「12.7.3スケジュール ー 1) 新規 一 （1) 保存するイメージ数」を参照してく 
ださい。 

<注意> 

もし、固定イメージの数が、グローバル設定の[固をイメージの最大数]の80%を超えた場合、「固定イ 
メージの最大数に近づいている」という内容の警告メッセージがでますので、スケジュールの[保存す 
るイメージ数]が、グローバル設定の[固定イメージの最大数]の80%より多く設をされている場合は、 
スケジュールの[保存するイメー ジ数]を減らしてください。（固をイメージの数が、グローバル設定の 
[固をイメージの最大数]を超えた場合、優先まにしたがって、1つ固をイメージが削除され、1つ新規 
の固定イメージが作成されます） 
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12.6 注意事項 

1) 固定イメージはシステム内で250個まで作成することができます。しかし、その数が多くなればその 
分キャッシュ領域が必要になり、ユーザー領域を圧迫する原因になります。またキャッシュがオーバ 
ーフローしやすくなります。したがって、必要最小限での運用をお勧めします。また、固定イメージ 
が必要でなくなった場合は、そのたびに固をイメージを削除する運用をしていただくようにしてお願 
いします。 

2) iStorage NS 21 P / NS 22 P [ NF 8100-115]の場合、（インストール後やディスクの再構築など)ディスクの 
ミラーリング構築中に固定イメージの作成、および復元はおこなわないでください。実際の運用に関 
しても(インストール後やディスクの再構築など)ディスクのミラーリングが終了してから開始するこ 
とをお勧めします。 

3) 固定イメージの操作の画面 （ 「12.7.4固をイメージ」の図参照)に" PSM の状態"が表示されています。 
固定イメージの操作を行う場合は、 " PSM の状態"が"アイドル状態"になってからおこなってください。 

4) 固をイメージを復元する場合は、共有の状態管巧の才盾が生じないように行ってください。詳細は、 

「12.7.5固をイメージの復元」の注意事項を参照してください。 

5) ダイナミックボリュームをあ張した後、あ張前に取得した固をイメージを復元するとボリュームがあ 
張される前のサイズに戻ります。ダイナミックボリュームのお張は、固定イメージをすべて削除して 
からおこなってください。 

6) 固定イメージを作成しているボリュームを対象にデフラグを実効しないでください。 

7) ベーシックボリュームをダイナミックボリュームに変更の際には、固をイメージを予め削除してから 
実行してください。 

8) 固定イメージ採取のためのスケジュールは、巧夜などのシステムの負荷の低い時間帯に行ってくださ 
い。また、バックアップツール等との動作時刻と重ならないような時間帯を設定してください。 

9) 任意のボリュームに存在する固定イメージが1つの場合（運用中の自動削除により1つとなる場合も 
含む）、キャッシュ使用率の増加が、警告しきい値に達する要因(既定値80%)と100%の間で停止し、 
固定イメージが作成できなくなることがあります。新規に固をイメージを作成したい場合は、その1 
つの固定イメージを削除してください。 
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12.7 操作の説明 

WebUI の管理画面に接続し、[デイスタ ]— [Persistent Storage Manager ] を選択するとが下の Persistent 
Storage Manager (固定記憶域マネージヤ)のメニューが表示されます。 



〈固定イメージを作成する前に〉 

固定イメージを作成する前に、を種設定を確認してください。上記メニューのダローバル設定、ボリュ 
ーム設定で行います。グローノくル設定、ボ y ューム設定の中には固定イメージ作成後(固定イメージが存在 
しているとき）には蛮更ができないものがありますので、必ず事前に設定を確認しておいてください。 

「グローバル設定」と「ボリューム設を」の終了後、固定イメージの作成を行うことができます。固定 
イメージの作成は、スケジューリングによる作成と「個別に作成」の2つの方法があります。スケジュー 
リンダでの作成は上記メニューのスケジュールを、「個別に作成」は「固定イメージ」を選択してください。 

が降をメニューそれぞれについて説明します。 
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12.7.1 グローバル設定 

固定イメージ作成のための全体的な設定を行います。 



項目はな下のとおりです。 

(1) 固定イメージの最大数 

システム 内で作成できる固定 イメ ージの 最大数を設定します。最大で250まで指定できるため既定 
値では250になっていますが、固を イメージを 多く取ることは キャッシュ 領域を多く必要とする結 
果となるため、環境に合わせた値を設定することをお勧めします。 

但）非アクティブ期間 

固定イメージを作成する前に、ここに指をされた時間待ち合わせをします。待ち合わせ終了後固定 
イメージの作成を試みます。このとき使用中のファイルがあれば再を待ち合わせ、この動きを巧用 
中ファイルがなくなるまで、または次の非アクティブタイムアウト設定値になるまで繰り返します。 

戸 、 

£0固定イメージ作成対象ボリュームに巧して継続的にアクセスがおこなわれている（ファ 
イルが使用中の)場合に固をイメージを作成すると、作成が終了するのに次の非アクティブタイ 
ムアウトに設をした時間、既を値で15分かかります。 

この値を短くすれば支ホ象ボリュームのファイルへのアクセスが多少混んでいても固をイメージを作 
成することはできますが、複数ファイルへ同時に書き这みを行うようなアプリケーションが動作して 
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いた場合、同期上の問題が発生しやすくなりますのでご注意ください。固定イメージ採取時は同期上 
の問題が発生しない様な運用を行ってください。 

(3) 非アクティブタイムアウト 

固定イメージ作成の待ち合わせのタイムアウト値です。 

待ら合わせがタイムアウトすると、使用中のファイルがあっても強制的に固定イメージを作成し、 
強制的に固定イメージを作成したことがイベントログへ通知されます。 

(4) イメージディレクトリ 

固定イメージの作成されるフォルダ名を指定します。 

CQ 設定値をを更する場合は、固をイメージをすべて削除してから行ってください。 

心 -1 

12. 7. 2 ボリュ'—ム設定 

固定イメージ作成が象のボリュームの設定を行います。設定手順をな下に示します。 

ボリュームの設定画面より巧象のボリュームのラジオボタンをチェックし、タスクの構成をクリックし 
てください。 



0 

3 固定イメージを作成するドライブのみを指定してください。 

- ^ 

^ - 


- リ 
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すると次の画面よりボリュームの設定ができます。 



上の画面で、 [0 K ] ボタンを押した後、 WebUI の[メンテナンス]-[シャットダウン]より、再起動を 
を行ってください。 

な下に画面の詳細を示します。 

山警告しきい値に達する要因慨風直80%) 

固を記憶域マネージャのキャッシュの使用率がこの値に達すると警告が出ます。固をイメージ作成 
対•象ボリュームの容量や使い方■にもよりますが、 一般的に既を値より低い値を設をした方が急激な 
キャッシュ領域の消費に巧しても余裕を持って巧応できます。 また、警告が出た場合、まずは必要 
の無い固をイメージを削除する等の対策を取ることが必要です。 さらに、警告が出るということは 
キャッシュサイズが運用環境に巧して小さく設をされていると思われますので、キャッシュサイズ 

を大きく再設定することをお勸めします。 キャッシュサイズを再設定するには、一を、そのボリュ 
ームの全ての固定イメージを削除してから、再設定してください。 

但）イメージを削除する要因概定値90%) 

固を記憶域マネージャのキャッシュの使用率がこの値に達すると警告が出て、優先をと作成した日 
時をもとに導きだした固定イメージを、前述の"警告しきい値に達する要因"に設定した巧用率にな 
るまで削除します。また、 （1) による警告が出た後、巧策を取らずに運用を続けてしまう可能性も考 
慮に入れ、キャッシュオーバーフローを防ぐためにもこの値も既定値よりほ V 、値(例えば80%に下げ 
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る等)を設定することをお勧めします。 

〈キャッシュ使用率が100%になった場合> 

キャッシュの巧用率が100%に達した場合、キャッシュオーバーフローの警告を出してからす 
ベての固定イメージを削除します。とくにキャッシュ使用率が急激に増加し100%に達した場 
合、上述の2つの動作(警告と固定イメージの削除)をせずに、すべての固定イメージを削除し 
ますので、設定については十分に注意してください。 

<設定について> 

キャッシュの{ま用率が急激に増加した場合、警告なしに固をイメージが削除されることがあり 
ます。したがって、そうなる前に対処できるように、"警告しきい値に達する要因"とソメ——ジ 
を削除する要因"の設定値の間隔を広くとっておくことをお勧めします。こうすることにより、 
はじめの"警告しきい値に達する要因"の警告から次の"イメージを削除する要因"での固をイメ 
ージ削除までの間に対処する時間ができます。 

また、キャッシュ使用率が100%になった場合、固定イメージが全て削除されますので、警告 
の設を値を低く設をした方が、警告に対処する時間的な余裕ができます。 

(3) キャッシュサイズ 

固定イメージ作成対象ボリューム内に作成するキャッシュサイズをボリュームにがする使用率(％) 
で指定します。例えば、 1 GB のボリュームに30〇/〇のキャッシュサイズを指をすると、 300 MB がキ 
ャッシュに割り当てられ、ユーザーが利用できる容量は700 MB になります。 

<設定の見積もりについて〉 

設定の際は、固定イメージ作成な降に対象ファイルの更新がどれだけ行われるかを見積もる必 
要があります。詳細は「12.1固定記憶域マネージャの仕組み」「12.4キャッシュサイズの見積も 
り」を参照してください。 
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12.7.3 スケジュール 

固定イメージを作成するスケジュールを指定します。 



スケジュールのタスクとして 新規、 プロパティ、 削除があります。 

1) 新規 

新規にスケジュールを設定します。新規にスケジュールを作成する場合はタスクの新規をクリックし 
てください。な下の設を項目があります。 

(1) 開始時刻 

設定したスケジュールを開始する時間を指をします。 

但）繰り返す間隔 

固定イメージ作成を繰り返し作成する間隔を指定します。たとえば「24時間」を選択した場合、24 
時間おき、すなわちを日上記で指をした開始時刻固をィメージを作成することになります。 

城開始 

設を し于こスケジユ' —ルをスタートさせる日を指をします。 

(4) 含めるボリューム 

固をイメ ■ ージ作成えホ象ボリュームを指をします。 


0 

3作成した固をィメージを共有設定して公開することはできません。 

- ^ 

^- 


- リ 
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(5) イメージの属性 

作成した固定イメージの属性を設定します。属性には、「読み取り専用」「読み取り/書き込み」があ 
ります。「読み取り/書き这み」を指をした場合は、固定イメージ内のファイルを、例えばエディタ 
などから更新することができるようになります。 

注：属性が「読み取り/書き込み」のときに固をイメージに変更を加えたあと、属性を「読み取り専 
用」に変更すると、属性が「読み取り/書き込み」のときの変更がすべて無効になり、固定イメージ 
作成時の状態に戻りますので、属性を「読み取り専用 J に変更するときは注意してください。 

佑）保持の配分 

固定イメージの優先度を指をします。キャッシュファイルが警告値に達した場合に固をイメージが 
削除される場合、この優先度が一番低くと作成日時がもっとも古い固定イメージから順に削除され 
ます。 

CQ 特別に固をイメージの削除の制御をする必要がない限り、「通常」を設定してください。 

また、「常に保持」は、スケジュール設を時には選択できません。 

V J 

け）保存するイメージ数 

スケジュールによって作成される固をイメージをいくつまで保存するかを指をします。例えば3を 
指定すると、スケジュールで固をイメージが繰り返し作成されても、最巧の固をイメージだけが3 
つ保存されます。 

(8) イメージ名 

固定イメ ■ —ジのフオルダにつける名前を指定します。 i にはシ'—ケンシャル番号が0から順に付け 
られます。 

これらの設定が終わりましたら [0 K ] をクリックしてください。設定が登録されます。 

2) プロパティ 

現在登録されているスケジュ ' —ルが一覧として表示されています。参照したいスケジュ ' —ルのチェッ 
クボックスをチェックし、 [プロパティ] をクリックしてください。指定のスケジュール情報の参照およ 
び蛮更ができまず。設定を変更した場合は iStorage NS を再起動してください。 

3) 削除 

現在登録されているスケジュ ' —ルが一覧として表示されています。削除したいスケジュ ' ールのチェッ 
クボックスをチェックし、[削除]をクリックしてください。削除をするかどうかの確認のページが表示 
されます。そこで [0 K ] をクリックすればスケジュールが削除されます。 
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12.7.4 固定イメージ 

固定イメージの管 a をします。 



固定イメージのタスクとして新規、プロパティ、削除、元に戻すがあります。 

1 ) 新規 

固定イメージを作成します。設定項目はな下のとおりで、「12.7.3 1) 新規」で説明したものと同じ 
ですので、詳細はそちらを参照してください。 

①含めるボリュ'ーム 
(2) イメージの属性 
@保持の配分 

Cfl 特別に固をイメージの削除の制御をする必要がない限り、「通常」を設定してください。 

また、「常に保持」はキャッシュ領域の圧迫につながりますので設定しないでください。 

V J 


④イメージを 


[ 0 

3 作成した固をィメージを共有設定して公開することはできません。 

-^ 

^ - 


- リ 


2) プロパティ 

現在作成されている固をイメージが一覧として表示されています。参照したい固定イメージのチェ 
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ックボックスをチェックし、 [プロパティ] をクリックしてください。指定の固定イメージの情幸良の参 
照およびを更ができます。 

3) 削除 

現在作成されている固定イメージが一覧として表示されています。削除したい固定イメージのチェ 
ックボックスをチェックし、[削除]をクリックしてください。削除をするかどうかの確認のページが 
表示されます。そこで [0 K ] をクリックすれば固定イメージが削除されます。 

4) 元に戻す 

(書き込みが可能な)固をイメージへの更新をすべて元に戻します。すなわち、それまでの固定イメ 
ージへの更巧が全て無効となり、固定イメージ作成時のイメージに戻りますので、元に戻す操作を行 
う場合は注意してください。 
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12. 7.日固定イメージの復元 


指をした固定イメージをオリジナルボリュームへ復元します。固をイメージを更新している場合は、そ 
の更新されたイメージがそのままオリジナルボリュームへ復元されます。 



固定イメージのタスクとして次の詳細、復元があります。 



1) 詳細 

現在作成されている固をイメージが一覧として表示されています。参照したい固定イメージのラジ 
オボタンをチェックし、[詳細]をクリックしてください。指をの固をイメージの詳細が参照できます。 

2) 復元 

現在作成されている固定イメージが一覧として表示されています。復元したい固定イメージのラジ 
オボタンをチェックし、[復元]をクリックしてください。復元を確認するページが表示されますので 
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[ OK ] をクリックすると指定の固定イメージをオリジナルボリュームへ復元することができます。 

上述したとおり、この操作を行うことで指定の固をイメージを作成したな降のオリジナルボリュー 
ムへの更新全てが全て無効になります。固定イメージを復元させる場合に固定イメージ作成後に追加 
したファイルを消したくない場合や個別のファイルのみ復元したい場合は、この復元機能を{まわずに、 
エクスプローラで 固をイメージから必要なファイルをオリジナル ボリュームにコピーして ください。 

CQ バックアップを行っている最中等に復元処理を行わないで下さい。正しく処 a されない 
可能性があります。 

V J 

<共有利用中の固定イメ ージの復元> 

共有の利用中に固をイメージを復元すると、共有を実現するための状態管 a において矛盾が生じてしま 
います。したがって、共有の利用中に復元を行う場合は、共有状態のホ盾を起こさないようにな下の手順 
でおこなってください。 

①クライアントからの接続を止める。 

感 WebUI で全ての共有を削除する。 

③固定イメージを復元する。 

@ iStorage NS の再起動をする。 

風 WebUI で共有を設定する。 

© クライアントからの接続を開始する。 

くコピーにより、固定イメージからデータを戻ず場合> 

が下の手順にて行ってください。 

© WebUI より、ターミナルサービスにログインする。 

(2) エクスプローラを開き、固をイメージ内のファイルを、復元したい場所へコピーする。 


(T 




コピー後、のファイルの所有者は、 adminis か ator になり、アクセス権は、そのコピー先 
の親デイレクトリを継承します。 




分 


203 














12 Persistent Storage Manager ( 固定記憶域マネージャ） 


12. 7. 6 Persistent Storage Manager の設定およびファイルをクリアする方 

法 

Persistent Storage Manager 機能で作成された設定、フアイルをすべてクリアするにはが下の手順にした 
がってください。 


①[ディスク ]- [Persistent Storage Manager ]- [スケジュール]をクリックする。 

@削除するスケジュールを選択し、タスクの[削除]で削除する。 

(3) [ディスク HPersistent Storage ManagerH 固定イメージ]をクリックする。 

④削除する固定イメージを選択し、タスクの[削除]で、削除する。 

思）ターミナルサービスを起動する 

© エクスプローラまたはマイコンピュータからドライブのルートにある固定イメージが保存されてい 
たフォルダを削除する。 

(フォルダぶは既定では snapshots ですが、運用時に変更されている場合もありますので、管理 
者に確認してください。） 

(7) [スタート]-[プロ ダラム HAccessoriesHCommand Prompt ] を起動する。 

® 固定ィメージを作成したドライブに移動する。 

(9) フアイル/フォルダ情報を取得するため、に ommand Prompt ] より次のコマンドを実行する。 
dir /AH 

フォルダ [Persistent Storage Manager State ] がある攝合、次の手順®を実行する。 

® フオルダ [Persistent Storage Manager State ] を削除するため 、 [Command Prompt ] より 
が下のコマンドを順番に実行する。（ここでは例として E ドライブを対象にしています。） 

cads E：¥Persistent Storage Manager State /g Everyone :! 
attrib E：¥Persistent Storage Manager State " -r -h -s 
cads E：¥Persistent Storage Manager State ¥*. psm ’’ /g Everyone 
attrib E：¥Persistent Storage Manager State¥*.psm -r -h -s 
del " E：¥Persistent Storage Manager State ¥*. psm " 
rmdir E：¥Persistent Storage Manager State " 

⑩ @ の手順でフォルダが削除されたかを確認してください。削除されていない場合は、 ® の操作を行 
つてください。 
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13記憶域管理 ツール 

(iStorage NS 21 P / NS 22 P / NS 41 P / NS 42 P では利用不可） 

本章では、が下の3つの機能に関して説明しています。 

• ファイルスクリーニンダ機能 

iStorage NS 上の記憶域に保管するファイルの種類の制限、監視を行います。 

* ディレクトリクォータ機能 

iStorage NS 上の記憶域に対する領域の制限、監視を行います。 

* 記憶域レポート機能 

iStorage NS 上の記憶域の使用状況などのレポートを生成します。 

これらの機能は、相互に関連しており 、 iStorage NS 上の記憶域の資源を有効に活用するために、保管 
するファイルや領域の管理、およびその分析を行い、結果をフィードバックすることで、更に記憶域の有 
劾活用を図ることに役立てることができます。また、を機能に共通する操作については、「13.4共通操作」 
に、運用管理で知っておいて欲しいことについては、「13.5運用管理について」に、 FAQ については、「13.6 
記憶域管理ツールに関する注意事項」に記載しています。 

運用を開始する前に 

運用を開始する前に、定義ファイルにある情報の更新を行っていただく必要があります。 K 下の操作を 
実行してください。 

1) メ ッ セージの 更新 

ファイルスクリーニングの ". vbs と実行ファイルを停止"のファイルスクリーニングポリシー 
に定義されている通知メッセージをな下の手順で更新します。 

暇作手順] 

1. プライマリナビダーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 

4. ファイルスクリーニングポリシーより、 [. vbs と実行ファイルを停止]を選択し、[タスク]の 
一覧で [プロパティ] を選択します。 

5. [通知]タブをクリックし、メッセージの更新を行います。 

(イ接ム刖 J : The network has detected you may have attempted to save email files on 
[SERVER NAME ]. 

These files are not permitted . Thank you 

(修正後 ）： The network has detected you may have attempted to save executable files 
on [SERVER NAME ]. 
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These files are not permitted . Thank you 

6. [ OK ] をクリックします。 

2) 許可しないファイルの設定の更新 

ファイルスクリーニングの"メディアファイル"のファイルスクリーニンググループに 定義して 
います許可しない ファイル 情報をな 下の 手順で更巧します。 

賊作手臓 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を 選択します。 

3. [タスク]の一覧で[ポリシー]を選がします。 

4. [タスク]の一覧で、[グループ]をクリックします。 

5. ファイルスクリーニンググループより、メディアファイルを選択します。 

6. [タスク]の一覧で、[プロパティ]をクリックします。 

7. 許可しないファイルのリストより、*. htm をクリックし、続いて、 X (削除）をクリックし 
ます。 

8. [0 K ] をクリックします。 


13.1ファイルスクリーニング 

ファイルスクリーニングは、ドライブ上に保存されるファイルの種類を制限したり、監視するためにパ 
ーティシヨンをスクリーニングすることができ、これにより不要なファイルを旧 torage NS 上に保存され 
るのを防ぎます。また、このようなファイルを保存しようとした場合に、ユーザーおよび管 a をへ通知や、 
活動状況への記録をとることができます。 

スクリーニングするためには、制限、監視したい対象のディレクトリに巧して、ファイルスクリーニン 
グポリシーを設をします。ファイルスクリーニングポリシーは、ファイルスクリーニンググループの 
七ット、含めるためのフィルタと除外するためのフィルタ、およびスクリーニング通知で構成されており、 
あらかじめ8つを義されています。ファイルスクリーニンググループでは、許可するファイル、許可し 
ないファイルの種類を定義しており、あらかじめ13のファイルスクリーニンググループがを義されてい 
ます。また、これは新規にカスタマイズして作成することができます。これらのことより、ファイルスク 
リーニングポリシーでは、構成要素をカスタマイズして巧しいファイルスクリーニングポリシーを作成 
して、適用することができます。ファイルスクリーニングには、次の機能が含まれています。 
•ディレクトリ上でのアクティブおよびパッシブファイルスクリーニング 
-概要ファイルスクリーニングポリシー 
-ファイルスクリーニングポリシーに違反したときの通知 
. スクリーニングされたファイルを含む監査データベース 
. カスタマイズされた通知メッセージ 
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.イベント ログへの 通知メ ッ 七 ■ —ジ 
• ユーザ'—への 通知メ ッ 七 ■ —ジ 

•通知がアクティブで、イントラネット Web サイトに送信されるときの記憶装置のレポート 
•通知がアクティブなときのカスタムスクリプト 

ファイルスクリーニングは、ディレクトリオブジェクトを最上位ノードに持つ階層で編成されます。 
ディレクトリオブジェクトの下のノードには、ファイルスクリーニングポリシーの七ットが含まれます。 
スクリーニングの指定は任意のディレクトリに対■して行うことができ、どのスクリーニングポリシーとも 
関連付けられます。次の図は、階層を示します。 

オブジ；!：■クト1 

I 

+-スクリーニングポリシー（複数） 

I 

オブジ: n クト2 

I 

+-スクリーニングポリシー（複数） 


hM システムパーティションにスクリーニングパラメータを配置する場合は注意してく 
ださい。システムパーティションから特をのファイルのクラスがスクリーニングされると、 
オペレーティングシステムが、一時的な作業ファイルを保存するためにアクセスできなくな 
ることがあります。スクリーニングからシステムディレクトリを除外することをお勧めしま 
す。別のオプションとして、ファイルを保存できるがファイルアクティビティをログに記録 
するパッシブスクリーニングポリシーを作成します。 


A 


V 


J 
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13.1. 1定義済み情報を使用して 

あらかじめ定義されている情報を使用して、ファイルスクリーニングを利用するホ法です。 

13.1.1. 1 オブジェクトの作成 

ファイルスクリーニングオブジェクトを作成するには、次に示す操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[新規]をクリックします。 

4. ウィザードの指示にしたがって操作を実行し、ファイルスクリーニングオブジェクトを追加します。 
ウィザードでは、次のパラメータを設をします。 

-ファイルスクリーニングオブジェクトを作成するディレクトリ 
-デイレクトリに設定するファイルスクリーニングポリシー 



(ファイルスクリーニング オブジェ ク トの作成画面) 
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13.1.1.2 定義済み情報 

あらかじめ定義されている、ファイルスクリーニングポリシー、通知メッ七ージ、ファイルスクリー 
ニンググループについての情報を示します。 


利用可能なファイルスクリーニングポリシー 

な下は、あらかじめ定義された利用可能なファイルスクリーニングポリシーと、それらに設をされて 
いるスクリーニンググループ、フイルタ、通知に関する情報を一覧にしたものです。 




フィルタ 



通 

知 





含 

除 

がトニンタ、 

ホ/シヨン 

通 

知 

動 

作 



め 

外 

アクティブ'' 

テ' —夕へ' — 

ュ-サ 、、-に 

イへ、、ントロ 

通知が 

通知が 



る 

す 


スに通知 

通知す 

グに送 

発生し 

発生し 



た 

る 


を記録 

る 

信 

た場合 

た攝合 

ファイルスタリー ニ ング 

スクリーニング 

め 

た 


する 



に次の 

に次の 

ホ。リシ- 

ク、、;レ-ブ。 

の 

め 





報告を 

: r ログラム 



フ 

の 





行う 

を実行 



ィ 

フ 






する 



ル 

夕 

ィ 

ル 










夕 







ファイルをすべて監 

すべてのファイル 



□ 

■ 

□ 

□ 

□ 

□ 

視 










実行ファイルのユ-サ''- 

実行ファイル 



□ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

通知を監視 










Office のファイルを監 

オフイスファイル 



□ 

■ 

□ 

□ 

□ 

□ 

視 










- vbs と実行ファイル 

実行ファイル 



■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

を停止 










ハ'' ッタァッグファイルを 

ハ'' ックアッグとァーホ 



■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

停止 

イフ''ブァイル 









ク''ラフィッタファイルを停 

グラフイブクファイル 



■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

止 










巧'' ィァフ7イルを停止 

メテ'' イ T ファイル 



■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

ユ-サ電子メ-ルファイ 

電子メ-ルのファイル 



■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

ルを停止 











[■:設定/ □:未設定/空白：未設定] 
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通知 メッセージ 

な下は、あらかじめ定義されたファイルスクリーニングポリシーに対応する通知メッセージ（メッセ 
ージサービスで通知、あるいはイベントログに登録される）を示します。 


ファイルスクリー;::ングホ°リシー 

通知メッ七ージ 

ファイルをすべて監視 

(none) 

実行ブァイルのユ-サ '' -通知を 

監視 

The file [FILE NAME] has just been written to [SERVER 
NAME]. Please be aware that Executable files may contain 

viruses that may effect 

Office のブァイルを監視 

(node) 

.vbs と実行ファイルを停止 

The network has detected you may have attempted to save 
executable files on [SERVER NAME]. These files are not 

permitted. Thank you 

ハ'' ックアジ/ファイルを停止 

The Server has detected files being written to the sever normally 
associated with a backup operation [FILE NAME]. Please place 

files on 

ク''ラフィックファイルを停止 

The network has detected you may have attempted to save graphic 
files on [SERVER NAME]. These files are not permitted. Thank 

you 

巧''ィアファイルを停止 

The network has detected you may have attempted to save media 
files on [SERVER NAME] . These files are not permitted. 

Thank you 

ユ-サ '' -電子 イ-ルファイルを停止 

The network has detected you may have attempted to save email 
files on [SERVER NAME] • These files are not permitted. Thank 

you 


[(none) : メッセージが定義されていないことを意ホします ] 
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利用可能な ファイルスクリーニンググループ 

が下は、あらかじめ定義された利用可能なファイルスクリーニングダループと、それらに設定されて 
いる許可しないファイル、許可するファイルについて一覧にしたものです。 


スタリーニンク、、グルー/ 

許可しないファイル 

許可するブアイ 

ル 

すべてのファイル 

みみ み 

• » 

*.tmp ， *.1 加 

実行ファイル 

A.exe , A.vbs 

(non が 

ハ、'ツクアツ/とアーホイフ、'ファイ 

ル 

* . 身 rc , *.arj , *.b 身 c , *.b 过 k , *.bck , *.bar , *.cab , *.cpt , *.dms , *.gl, 

*.gz ， *.gzip , *.ha ， *.hpk ， *.hqx ， *.hyp ， *.ish ， *.lha ， *.lzh ， *.lzx ， 

*.pak ， *.pit ， *.saf ， *.sea ， *.shar ， *.shk ， *.sit ， *.sqz ， *.tar ， *.taz ， 

*.tqz , *.uc2 , , *.z , *.zip , *.zoo , *.old 

(non が 

ハ''ツタアツ/と 一時 ファイル 

*.bak ， *.tmp ， *.old ， 〜*.* 

(non が 

カーソルとアイコンのブァイ/レ 

*.cur ， *.ani ， *.ico 

(non が 

電子トルのファイル 

*.pst, 气 pab , 气 eml, 气 msg , *.idx , 气 mbx , 气 mmf 

(none) 

削除するフ7イルの種類 

*.bak ， *.chk ， *.gid ， *.log ， *.old ， *.tmp ， 〜*.* 

(non が 

ク''ラフイタファイル 

*.3d2 ， *.3dmf ， *.3ds ， *.ai ， *.art ， *.bdf ， *.bez ， *.bmf ， *.bmp ， *.byu ， 

*.cag, *.cam , *.cdf, *.cdm , *.cpt, *.dcs , *.dem , *.dib , *.dkb , *.dlg , 

*.dwg ， *.dxb ， *.dxf ， *.enff ， *.eps ， *.fac ， *.fbm ， *.fpx ， *.fxd ， 

A.geom , *.gif, *.gry , *.ham , *.hrf, *.iff, *.iges , *.img , *.imj , *.inst, 

*.iv ，气 jas ， *.jbig ，气 jfi ，，气 jpc ，气 jpeg ，气 jpg ， *.lbm ，气 Iwob ， 

*.mac , A.mesh , *.mgf, *.mic , *.mng , *.mod , *.mrb , ,*.msp , 

*.nff, A.nurbs , *.obj , *.oct, *.off, *.oogl,*.pbm , *.pcd , *.pct, *.pcx , 

*.pdf , *.pgm , *.pic , *.pict , *.ply , *.pnt , *.pol,*.pov , *.ppm , 

*.prop ， *.psd ， *.pub ， *.guad ， *.rad ， *.ras ， *.raw ， *.ray ， *.rgb , 

*.rib ， *.rif ， *.rwx ， *.scene ， *.scn ， *.scr ， *.sdl ， *.sdml ， *.sgi ， *.sgo ， 

shade , *.shg , *.spiff ， *.tddd ， *.tga ， *.tif ，， *.tnpoly ， *.tpoly ， 

A.trif ， A.vect ， *.vid ，， *.wrl ， *.x3d ， *.xbm ， *.yaodl ， *.ydl 

( none ) 

インタ-か トフ ァイル 

A.htm , 气 html ,*. url ,*@* 

( none ) 

巧'' イ巧アイル 

*. aif ， *. asf ， *. au ， *. avi ， *. m 3 u ， *. mid ，， *. miv ， *. mov ， 

*. mp 2 ， *. mp 3 ， *. mp 4 ， *. mpe ， *. mpeg ， *. mpg ， *. qt ， *. rmi ， *. snd ， 

*. wav ， *. wm ， *. wma ， *.wmv 

( none ) 

ホフイスブアイル 

A.doc , 气 xls , 气 ppt , 气 pps , 气 mdb 

( none ) 

一時ファイル 

*.tmp 

( none ) 

テキストフ7イル 


( none ) 


[( none ) :指定されたファイルがないことを意みします] 
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13.1.1. 3 コマンドラインよりファイルスクリーニングを設定する方法 
コマンドラインを使用してファイルスクリーニングの設定を行う場合は、 filescreening コマンドを使用し 
ます。詳細は、 filescreening /? を実行してヘルプを参照してください。 


例） e:¥work に対しポリシー「ファイルをすべて監視」を設をする場合 
filescreening.exe /a /〇 e:¥work /p "Monitor All Files" 

なお、 filescreening コマンドで定義済みのポリシーを指定する攝合はが下のように英語表記で指定します。 


ファイルをすべて監視 

与 

Monitor All Files 

実行ファイルのユーザー通知を監視 

与 

Monitor Executable Files User Alert 

Office のフアイルを監視 

与 

Monitor Office Files 

.vbs と実行ファイルを停止 

づ 

Stop .vbs and Executable Files 

バックアップファイルを停止 

与 

Stop Backup Files 

ダラフィックファイルを停止 

与 

Stop Graphic Files 

メディアファイルを停止 

与 

Stop Media Files 

ユーザー電子メールファイルを停止 

与 

Stop User E-Mail Files 
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13.1.2 カスタマイズ方法 

あらかじめ定義されている情報を利用せず、ユーザーが情報を定義しファイルスクリーニングを実施 
する方法です。 

13.1.2. 1 ファイルスクリーニング運用の流れ 


設定の更新 ^ 運用を開始する前に（初回時のみの更新)を参照 


ファイルスクリーニングの設定一 13.1.2.2 参照 
. データベース 保管場所の設定 

. データベースにスクリーニン ダの活動状況を記録するかしないかの設定 
• テ ’ ータベ ' ー スにユ ' ーザ'一名を記録するかしないかの設定 


既存定義のグループを使用 / 
ユーザー 定義のグループを使用 


ユーザー 定義のグループ使用 


グループの 作成一 13.1 .2.3 参照 

-グループ名の設定 

• 含めるフアイル/削除するフアイルの設定 


既存定義のグループ使用 


既存定義のポリシーを使用 / 
ユーザー 定義のポリシーを使用 


ユーザー 定義のポリ シー 使用 


ポリシーの作成一 13.1.2.4 参照 
-ポリシー名の設定 
-グループの選択 
. フイルタの設を 

• 通知設定 ( 記憶域レポートの報告設定） 


既存定義のポリシー使用 


ファイルスクリーニングオブジェクトの作成一 13.1.2.5 参照 
-ディレクトリの設定 
-ポリシーの設定 


運用 

• ファイルスクリーニン ダの管理一 1 义 1.3.1 参照 
- 活動状況の監視一 13.1 .3.2 参照 
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13.1.2.2 ファイルスクリーニングの設定 

データベースの 場所、監査 データベースに 記録する情報の設定をします。 スクリーニングの 設定を変更 
する には、 次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[設定]をクリックします。 



(ファイルスクリーニングの設定画面) 
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な下に、変更可能な監査データベースのファイルスクリーニングオプションを示します。 


設を項目 

説 明 

データベースの場所 

監査データベースの場所を指定します。 

【重要】既をの監査データベースは、 C:¥Program Files ¥ WQ 山 nn¥StorageCentral 

SRM ¥5.0¥ DB ¥ FSDB.mdb が使用されます。 

監査データベースの名前 " FSDB . mdb " を変更することはできません。 

監査データベースに 

スクリーニングの巧 

動が況を記録 

監査データベースにスクリーニンダされたファイルを記録します。このホプシヨンを 

選択しない攝合は、アプライアンスに対するすべての記録活動が停止します。 

監査データベースに 

ユーザー名を記録 

監査データベースにユーザーの識別情報を記録します。 


【重要】データベースの場所を変更し、設定を有効にするには、次の操作を行う必要があります。 

1. FSDB.mdb ファイルをがしい場巧にコピーします。 

2. FileScreen Server サービスを再起動します。 
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13.1.2.3 ファイルスクリーニンググループ 

ファイルスク y —ニングダループは、フィルタされるファイルおよびフィルタ処理から除外されるフ 
ァイルのセットで構成されています。たとえば、ダラフィックファイルというダループに、フィルタ *.jpg 
*. bmp を含め、ファイル important . jpg を除外することができます。ファイルスクリーニングには、追 
加可能な定義済みのダループのセットが含まれています。ファイルスクリーニングダループは、許可さ 
れるファイルの種類および許可されないファイルの種類を定義するファイルスクリーニングポリシー内 
で使用されます。また、ファイルスクリーニングダループについても、あらかじめ定義されていますが、 
同様に作成することができます。 



(ファイルスクリーニンググルー プ画面) 


ファイルスクリーニンググループの作成 

ファイルスクリーニング ダループを作成するには、が下の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ ファイルスクリーニング ] を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 

4. [タスク]の一覧で、[グループ]をクリックします。 
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5. [タスク]の一覧で、怯 f 規]をクリックします。 

6. ファイルスクリーニンググループをを入力します。 

7. このスクリーニンググループに含めるファイルの種類および除外するファイルの種類を入力し 
ます。たとえば、 *. txt を含め、 myfile . txt を除外できます。ファイルの種類は必要な数だけ入 
力できます。 

8. ファイルを追加するには、フォルダのアイコンを選択します。 

9. [0 K ] をクリックします。 



(ファイルスクリーニンググループ作成画面） 

ファイルスクリーニンググループの削除 
ファイルスクリーニンググループを削除するには、な下の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 

4. [タスク]の一覧で、[グループ]をクリックします。 

乱削除するファイルスクリーニンググループを選択します。 

6. [タスク]の一覧で、阻 J 除]を選択します。 

7. [0 K ] をクリックします。 
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ファイルスクリーニンググループのプロパティの変更 

ファイルスクリーニンググループのプロパティを変更するには、な下の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. 対象のディレクトリ名を選択し、[タスク]の一覧で[ポリシー]を選択します。 

4. [タスク]の一覧で、[グループ]をクリックします。 

目.変更するファイルスクリーニングダループを選択します。 

6. [タスク]の一覧で、 [ プロパティ ] をクリックします。 

7. 必要な変更（許可しないファイル、および許可するファイルの追加•削除）を実行します。 

8. [0 K ] をクリックします。 
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13.1.2.4 ファイルスクリーニングポリシー 

ファイルスクリーニングポリシーの作成、削除、変更、およびファイルスクリーニンググループの 
作成、削除、を更をします。ファイルスクリーニングポリシーは、スクリーニンググループの七ット、 
含めるためのフィルタと除外するためのフィルタ、およびスクリーニング通知で構成されています。ポリ 
シーは、スクリーニングオブジェクトが作成されたときにディレクトリおよびパーティションに適用され 
ます。ファイルスクリーニングポリシーは、あらかじめ8つ定義されていますが、新規にカスタマイズ 
したものを作成することができます。定義巧みのファイルスクリーニングポリシーの詳細については、 
「13.1.1.2定義巧み情報」のを項目を参照してください。 



(ファイルスクリーニングポリシー画面) 


ファイルスクリーニングポリシーの作成 
ファイルスクリーニングポリシーを作成するには、次に示す操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 

4 . [タスク]の一覧で、怯 f 規]をクリックします。 
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氏ウイザードの指示に従って操作を実行し、ファイルスクリーニングポリシーを追加します。 
ウイザードでは、次の項目を設をします。 


項 目 

説 明 

ポリシーを 

作成するファイルスクリーニングポリシーをを指をします。 

ファイルスクリー 

ニンダダループの 

選択 

利用可能なダループより、ファイルスクリーニングポリシーを選択して、どの 

ファイルをスクリーニングし、どのファイルを除外するかを選択します。利用可 

能なグループをクリックすると、そのダループで設定されている許可しないファ 

イル、許可するファイルが表示されます。 

含めるまたは除外 

するフィルタ 

スクリーニングプロセスに関して、ディレクトリを含めたり除外したりするフ 

ィルタを設定できます。詳細は、本節内の「フィルタ」の項に記載しております。 

通知の設をの選択 

スクリーニングオプション、通知、動作について設定します。詳細は、本節内 

の「ファイルスクリーニング通知..1に記載しております。 


ファイルスクリーニングポリシーの削除 
ファイルスクリーニングポリシーを削除するには、次に示す操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 

4. 削除するポリシーを選択します。 

t [タスク]の一覧で、[削除]を選択します。 

6. [0 K ] をクリックします。 

ファイルスクリーニングポリシーのを更 
ファイルスクリーニングポリシーをを更するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ ファイルスクリーニング ] を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 

4. 対■象のファイルスクリーニングポリシーを選択し、[タスク]の一覧で[プロパティ]を選択します。 
氏[スクリーニンググループ]タブをクリックし、必要であれば、関連付けられたスクリーニング 

グループをを更します。 

6. [フィルタ]タブをクリックし、必要であれば、フィルタをを更します。 

7. [通知]タブをクリックし、必要であれば、ポリシー通知をを更します。 

8. [0 K ] をクリックします。 
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(ファイルスクリーニングポリシーのプロパティ画面) 


フィルタ 

フィルタは、サーバーアプライアンス上のファイルをスクリーニング可能にするルールのセットです。 
フィルタを使用して、ファイルスクリーニングプロセスで、ディレクトリを含めたり、除外します。フ 
ィルタの設をはファイルスクリーニングポリシーの作成ウィザードの中で設をします。また、設定後もフ 
アイルスクリーニングポリシーのプロパティ画面からを更できます。 


項 目 

説 明 

除外するための 

フイルタ 

除外するためのフィルタを使用して、スクリーニングポリシーの適用を、ディレクト 

リ内のディレクトリの七ットに絞り込みます。たとえば、 C :¥ User ディレクトリをス 

クリーニングする場合に、 C :¥ User ディレクトリ内の¥ Administrator ディレクトリ 

のみを除外することができます。フィルタを巧用するときは、ワイルドカードを使用で 

きます。 

含めるためのフ 

イルタ 

含めるためのフィルタを巧用して、スクリーニングポリシーの適用を、ディレクトリ 

内のディレクトリまたはファイルの七ットに絞り込みます。たとえば、 

C :¥ Winnt ¥ Profiles デイレクトリ内の *¥Temporary Internet Files デイレクトリの 

みをスクリーニングできます。これは、親ディレクトリに含まれる大きなディレクトリ 

セットにファイルスクリーニングポリシーを適用する場合に便利です。フィルタを設 

定するときはワイルドカードを{ま用できます。 
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(ファイルスクリーニングポリシーのプロパティ、フイルタ画面） 

ファイルスクリーニンダ通知 

通知は、スクリーニングイベントが発生したときに、ユーザーおよび管理者に知らせるために使用され 
ます。スクリーニングホブジェクトごとに1つの通知が含まれています。スクリーニングオブジェクト 
通知は、スクリーニンダファイルの種類と一致するファイルがアプライアンスにコピーまたは保存された 
ときにアクティブになります。通知の設定はファイルスクリーニンダポ y シーの作成ウイザードの中で設 
定します。また、設定後もファイルスクリーニングポリシーのプロパティ画面から変更できます。 
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(ファイルスクリーニングポリシーのプロパティ、通知画面） 

1 ) ファイルスクリーニング 通み の 設定 

ファイルスクリーニング機能の[通な]タブには、次の2つの設定が含まれています。 


設を項目 

説 明 

アクティブ 

スクリーニングポリシーを強制しますが、スタ y —ニンダポリシ 

一に違反しない場合は、通知はアクティブのままになります。 

データベースに通知を記録する 

監査データベースにスクリーニング活動が況を記録します。監視夕 

スクは、このデー 弓べ' ースを表示し、パッシブポリシーを含みま 

す。ファイルスクリーニングは ODBC データベースを使用して 

ファイル作成巧動状況を監査します。データベースは、構成に応じ 

てどのサーバーに格納することもできます。既をでは、データべ一 

スは Microsoft ® Access でサーバーアプライアンスに格納され 

ます。[設を]ページのパスを変更して、アプライアンス用の一元管 

巧するデータベースを作成できます。 
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2) ファイルスクリーニングの通知 

通知がァクティブになったときに送信するメッセージと、メッセージの送信先を指定します。次に示 
す項目を設定することができます。 

(1) 送信メッセージ 
. マクロの挿入 

事前定義されたメッ七ージマクロの七ットを、通知メッセージに使用できます。すべてのマクロ 
は、かっこで囲み、大文字にする必要があります。メッ七ージマクロセットの一覧は、「13.4.3 メ 
ッセージマクロ」を見てください。 

• メッセーン 

すべてのメッセージおよび定義済みのマクロのセットを含めることができるメッ七ージフィール 
ド。メッセージの最大の長さは1，024文字です。アプリケーションは、通知がアクティブになっ 
たときに、ユーザーにポップアップメッセージを送信できます。 


(2) メッセージの送信先 

ポップアップメッセージの送信、およびイベントログへの送信を指定することができます。 


設定項目 

説 明 

ユ' ーザ'一に通知する 

ユーザーにポップアップ通なメッ七ージを送信します。 

イベントログに送信 

通知メッ七ージをサーバーアプライアンスのイベントログに送 

信しまず。 


戸 -^ 

CQ ユーザー側でメッ七ージを受信する為には、な下のサービスを起動しておく必要があります。 
Windows 98 /Me 一 winpopup.exe 
WindowsNT / 2000 /XP 一 messanger service 

なお、各サービスの起動ち法につきましては、各 OS のヘルプを参照して下さい。 


(r 


ネットワーク上の複数の端末に同一のユーザーでログインしていた場合は、ユーザーに正しく 
ポップアップ通知メッセージが表示されないことがあります。 




3) ファイルスクリーニング通知の動作 

通知の動作を使用して、 通知がァクティブになったときに 行われる動作を指定します。 次の2 

つの動作を指定できます。 

(1) 通知が発生した場合に次の報告を行う 

記憶域レポートで定義されたレポートセッ ト より、報告するレポートを指定します。通知が発生し 
た場合に、レポートが作成されます。 

【補足】 レポートセットの一覧説明については、「13.3記憶域レポート」を参照してください。 
に） 通知の発生時に次のプロダラムを実行する 
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バックグラウンドで、指定したコマンドを実行します。このコマンドは、 Mybatchfile . bat などの 
有効な Windows 2000コマンドです。 

13.1. 2. 5 ファイルスクリーニングオブジェクトの作成 
ファイルスクリーニングオブジェクトを作成するには、次に示す操作を行います。 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ ファイルスクリーニング ] を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[巧規]をクリックします。 

4. ウィザードの指示にしたがって操作を実行し、ファイルスクリーニングオブジェクトを追加します。 
ウィザードでは、次のパラメータを設定します。 

-ファイルスクリーニングオブジェクトを作成するディレクトリ 
-デイレクトリに設定するファイルスクリーニングポリシー 



(ファイル スクリー ニン グオブジェクトの作成画面） 

ファイルスクリーニングオブジェクトの削除 
ファイルスクリーニングオブジェクトを削除するには、次に示す操作を行います。 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 
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4.削除するポリシーを選択します。 
t [タスク]の一覧で、悄リ除]を選択します。 

6. [0 K ] をクリックします。 

ファイルスクリーニングオブジェクトの変更 

ファイルスクリーニングオブジェクトに設をしているファイルスクリーニングポリシーを変更しま 
す。変更するディレクトリは、1度に1つしか選択できません。ファイルスクリーニングオブジェクト 
をを更するには、次に示す操作を行います。 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. 変更するディレクトリを選択します。 

4. [タスク]の一覧で、[プロパティ]をクリックします。 

t ポリシーを追加するには、抹リ用可能なポリシー]の一覧でポリシーを選択し、左向きの矢印のボタ 
ンをクリックします。 

6. ポリシーを削除するには、[選択したポリシー]の一覧でポリシーを選択し、右向きの矢印のボタン 
をクリックします。 

7. [0 K ] をクリックします 
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13.1.3 運用 

13.1.3.1 ファイルスクリーニングの管理 

ファイルスクリーニングの管巧ページを表示するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

管理ページでは、ファイルスクリーニングの巧象となっているディレクトリと、そのディレクトリに設 
定されているファイルスクリーニングポリシーが一覧表示されます。また、を項目に巧してソートや検 
索をおこなうことができます。ページが複数ある場合には、ページボタンを操作することで、前ページや 
次ページの表示を行うことができます。 


項 目 

説 明 

デイレクトリを 

ポリシーを含むデイレクトリのぶ前。 

スクリーニンダポリシー 

デイレクトリに適用されるスクリーニングポリシー。 


ファイルスクリーニング画面より、次に示すタスクを実行することで、ファイルスクリーニングを管理 
します。 


タスク 

説 明 

新規 

ファイルスクリーニンダオブジェクトを新しく作成します。 

削除 

ファイルスクリーニングオブジェクトを削除します。 

ポリシー 

ファイルスクリーニングポリシーの作成、削除、変更、およびファイルスクリ 

ーニンダダループの作成、削除、変更をしまず。 

プロパティ 

ファイルスクリーニンダオブジェクトに設定しているファイルスクリーニンダ 

ポリシーを変更します。 

設定 

デ ー タベースの場所、監査データベースに記録する情報の設定をします。 

活動状況 

サーバーアプライアンス上のリアルタイムのファイルスクリーニンダの活動が況 

を表示します。 
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(ファイルスクリーニングの管巧ページ） 

13.1.3.2 ファイルスクリーニング巧動状況の監視 
iStorage NS 上のリアルタイムのファイルスクリーニング活動状況のモニタを表示します。ここでは、 
すべてのスクリーニングレコードが表示され、任意の列（項目）でソートすることや、特定のレコードを 
検索することができます。また、ページボタンにより、前後のページを表示することができます。 

■スクリーニング活動状況を監巧するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ファイルスクリーニング]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[活動が況]をクリックします。 

監視テーブルは、スクリーニングされたオブジェクトごとにな下の情報を示します。 


項 目 

説 明 

状態 

スクリーニングされたオブジェクトの状態。拒否または許可のいずれかの状態。 

時間 

ファイルスクリーニングが開始された時刻。 

サ' ー ノく ■ 一 

ファイルスクリーニングが実行されたサーバーアプライアンスの名前。 

ユ. —ザ'— 

操作を実行したユーザー。 

ファイルを 

スクリーニングされたファイルのを前。 

フォルダの場巧 

スクリーニングされたファイルが配置されているフォルダ。 

ポリ シータ！ 

スクリーニング動作を実行させたポリシー。 
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任意の列（項目）をクリックすることで、ソートされます。同一の列（項目）を再度クリックすること 
で、昇順から陶帽、または、降順から昇順にソートされます。尚、ソートはをページ内に閉じて実行され 
ます。特定のレコードを検索するには、齡蔚で項目を選択し、続いて検索する情報を入力して、開始ボタ 
ンをクリックします。 

■スクリーニング 活動状況の レコー ドを削除するには、次の操作を行います。 

1. 削除するレコードを選択します。 

2. [タスク]の一覧で、阻 J 除]を選択します。 

3. [0 K ] をクリックします。 



(ファイルスクリーニングの活動が況画面) 
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13.2 デイレクトリクォータ 


ディレクトリクォータによって 、 iStorage NS 上の選択したディレクトリ、またはパーティションに巧 
する領域の制限を追加、削除、監視、および変更することができます。ディレクトリクォータにより、リ 
アルタイムでのディスク領域の監視と制御が可能になり、2つのリアルタイムの領域の通知でアクティブ 
およびパッシブな制限がサポートされます。ディレクトリクォータ機能には、次の構成要素が含まれてい 
ます。 

-ディレクトリ上でのアクティブおよびパッシブな領域の制限 
-概要の記憶装置リソース管理ポリシー 
-重大な通知のしきい値 
. 警告の通知のしきい値 
-ドライブの自動検出 
. カスタマイズされたメッ七ージ 
.イベント ログに送信される通知 
.ユ,ーザ'一に送信される通知 

•イントラネット Web サイトに送信できる記憶装置のレポート 
-カスタムスクリプト 

ディレクトリクォータは、をファイルの割り当てサイズを使用して、領域がどれくらい使用されている 
かを判別します。 Windows エクスプローラおよびそのほかの Windows プログラムは、ファイル内のデ 
ータに使用される実際のディスク領域を表示します。この相違が混乱を招くことがありますが、ディレク 
トリクォータ機能は、ファイルの格納のために実際に消費されたディスク領域をユーザーに正しく要ボし 
ます 。 FAT (file allocation table ) ファイルシステムの大きなクラスタサイズも混乱の原因となることが 
あります。それは、クラスタ全体が、ファイルサイズに関係なく常に割り当てられるためです。 NTFS フ 
ァイルシステムは、インデックスファイルに小さいファイルを格納しますが、通常、クラスタサイズは 
より合理的です。次の表は、いくつかの例を示します。 


要求されるファイルサイズ 

ファイルシステム 

デイレクトリクオ ータ 

要ホされるサイズ 

16バイト 

FAT 

8邸 

8邸 

16バイト 

NTFS 

指定なし 

16バイト 

8 KB 

FAT 

8邸 

8 KB 

8邸 

NTFS 

8邸 

8 KB 


ファイルお張操作に要求される記憶域の容量と、そのあ張で Windows 2000によって実際に割り当て 
られる容量の相違のために、ユーザーが1つのクラスタ分そのクォータを超過することを許可される場合 
もあります。たとえば、ユーザーが100 KB のクォータを持ち、8 KB のクラスタサイズを持つファイ 
ルシステムで96 KB を使用したとします。このユーザーは、 1 KB のファイルを作成します 。 Windows 
2000は、このファイルに1，024バイトを割り当てることを要ホします。これは、このユーザーの残りの 
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クォータよりも少ないため、操作は続行できます。ただしクラスタサイズは 8 KB である場合 、 Windows 
2000は実陈にこのファイルに 8 KB を割り当てます。ユーザーは104 KB を使用することになり、これ 


は許可されますが、さらにファイルを作成したり、化張しようとすると失敗します。 


CQ システムパーティションにディレクトリ 
さい。システムが、ファイルの書き込みに十分なクォータを持っていない場合、失敗すること 
があります。また、起動時にシステムパーティションに一時ファイルを書き込むのに十分な 
領域がない場合、システムが再起動しないことがあります。これは、システムパーティショ 
ンやシステムデイレクトリにクォータを配置するときに注意することによって回避できま 


クォ-夕画するけには綿してく;^ 


V° J 

fm 

ん。ディレクトリクォータは、ディスク領域の使用を管理するためだけに使用し、ユーザー 
がパーティシヨンやディレクトリに書き込むことを防止するために使用しないでください。ユ 
ーザーがデイレクトリに書き込めないようにする場合は、そのデイレクトリに適切な保護を設 
をしてください。 


ファイル七キュリテイの代わりにデイレクトリクォータを巧用することはできませ 


V 


J 
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13. 2. 1定義済み情報を使用して 

あらかじめ定義されている情報を使って、ディレクトリクォータを利用するち法です。 

13.2.1.1 ディレクトリクォータの作成 

ディレクトリクォータを作成するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで[ディスク]をクリックします。 

2. [ディレクトリクォータ]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、怯 f 規]をクリックします。 

4. ウィザードの指示にしたがって操作を実行し、ディレクトリクォータを追加します。 
ウィザードでは、次のパラメータを設をします。 

•ディレクトリクォータを作成するディレクトリ 

•[ポリシー設をのコピー元]からディレクトリに設定するディレクトリクォータポリシー 



(ディレクトリクォータ作成ウイザード画面) 
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13.2.1.2 定義済み情報 

あらかじめ定義されている、ディレクトリクォータポリシー、通知メッセージについての情報を示し 
ます。 


定義巧みホリシー 

な下は、あらかじめ定義されたディレクトリクォータポリシーと、それらに設定されているディスク 
領域制限、重大な通知、警告の通なに関する情報を一覧にしたものです。 




デイレクトリクォータポリシー 

最大 

100 MB 

最大 

500MB 

概要 

レがート 

既定 

監視 

テ、、ィレクトリ 

!-ティション 

通知 

渐規） 

テ''ィスク領域制限 

テ''イスク領域の制限値 

100 MB 

500MB 

100 MB 

100 MB 

100 MB 

户〇) 

- 

制限を強制しない 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

重 

大 

な 

通 

知 

しきい値 

通知のしきい値 

90% 

90% 

100% 

90% 

90% 

90% 

100% 

通知 

ュ-サに通知する 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

匯 

□ 

イへ''ントロク''に送信 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

匯 

□ 

動作 

通知が発生した場 

合に次の報告を行 

5 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

匯 

(n) 

□ 

通知が発生した場 

合に次のグ ログラムを 

実行する 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

譬 

化 

の 

通 

知 

しきい値 

通知のしきい値 

70% 

70% 

80% 

60% 

70% 

70% 

80% 

通知 

ュ-サに通知する 

■ 

■ 

□ 

■ 

■ 

匯 

□ 

イへ''ントロク''に送信 

■ 

■ 

□ 

■ 

■ 

匯 

□ 

動作 

通知が発生した場 

合に次の報告を行 

ぅ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

匯 

(巧） 

□ 

通知が発生した場 

合に次のグ ログラムを 

実行する 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

匯 

(*3) 

□ 


[■:設定/ □:未設定/-:未設妇 


(*0):パーティシヨンのサイズが自動設定されます。 

(*1):"ディレクトリクォータの巧用率の概要"が設をされています。 

(*2):チェックはついているが、なにも設をはされていません 

(*3) ; "NET SEND Administrator [ MESSAGE ]" が設をされています。 
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通知メッセージ 

な下は、あらかじめ定義されたディレクトリクォータポリシーに対応する通知メッセージ（メッセー 
ジサービスで通知、あるいはイベントログに登録される）の一覧を示します。 


デイレクトリ 

クォータ 

ポリ シー 

重大な通知のメッセージ 

警告の通知のメッセージ 

最大 100 MB 

Quota Exceeded for [USER] on [OBJECT 

NAME], Current space used is [CURRENT 

USAGE MB] 

Quota limit is approaching for [USER] on 

[OBJECT NAME], Current Used [CURRENT 

USAGE MB]. Please perform house cleaning 

on your files. Failure to do so may restrict 

future access to [SERVER NAME] 

最大 500MB 

Quota Exceeded for [USER] on [OBJECT 

NAME], Current space used is [CURRENT 

USAGE MB] 

Quota limit is approaching for [USER] on 

[OBJECT NAME], Current Used [CURRENT 

USAGE MB]. Please perform house cleaning 

on your files. Failure to do so may restrict 

future access to [SERVER NAME] 

概要レが-卜 

Directory limit is increasing for [USER] on 

[OBJECT NAME], Current space used is 

[CURRENT USAGE MB]. Please perform 

some housecleaning. 

(none) 

既定 

Quota Exceeded for [USER] on [OBJECT 

NAME], Current space used is [CURRENT 

USAGE MB] 

Quota limit is approaching for [USER] on 

[OBJECT NAME], Current Used [CURRENT 

USAGE MB]. Please perform house cleaning 

on your files. Failure to do so may restrict 

future access to [SERVER NAME] 

監視テ '' イレクトリ 

Directory limit exceeded for [USER] on 

[OBJECT NAME], Current space used is 

[CURRENT USAGE MB] 

Directory limit approaching limit for [USER] 

on [OBJECT NAME], Current space used is 

[CURRENT USAGE MB] 

ド -テイシ 3 ン通知 

Quota Exceeded for [OBJECT NAME], 

Current used is [CURRENT USAGE M 岛 

with a Total of [SPACE LIMIT M 功 . 

Space limit on drive [OBJECT NAME] is 

approaching its limit ， Current Used 

[CURRENT USAGE MB]，Please perform 

house cleaning on your files. 


[(none) : メッセージが定義されていないことを意ホします ] 


234 




13 記憶域管理 ツール 


13.ぇ 1.3 コマンドラインにより ディ レクトリクォータを設定する方法 
コマンドラインを使用してディレクトリクォータの設定を行う場合は、 dirquota コマンドを使用します。 
詳細は 、 dirquota /? を実行してヘルプを参照してください。 


例） e ： ¥quota ディレクトリに「最大 100 MB 」 のポリシーを設定する攝合 
dirquota /a /〇 e:¥quota /t "100 MB Limit" 

《なお、 dirquota コマンドを使用し定義済みのポリシーを指定する攝合は、下記のように英語表記で指定 
してください。 


最大 100 MB 

与 

"100 MB Limit" 

最大 500MB 

与 

"500 MB Limit" 

概要レポート 

与 

"Best Practice Reports' 

既定 

与 

"Default" 

監視ディレクトリ 

与 

"Monitor Directory" 

パーテイシヨンの通知 

与 

"Partition Alert" 
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13.2.2 カスタマイズホ法 

あらかじめ定義されている情報を利用せず、ユーザーが情報を定義し、ディレクトリクォータを実施 
する方法です。 

13.2.2. 1 ディレクトリクォータ運用の流れ 
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13. 2.え2 ディレクトリクォータのポリシー 
ポリシーは、サーバーアプライアンスに保管して、再使用できるディレクトリクォータ定義のセット 
です。ディレクトリクォータの既存の七ットにポリシーを適用することも、新しいディレクトリクォー 
夕を作成するときにポリシーを適用することもできます。ポリシーは必要な数だけ作成し、レジストリに 
格納できます。 



( ディレクトリクォータのポリシー画面） 

ディレクトリクォータポリシーの作成 
新規にポリシーを作成するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで [ ディスク ] をクリックします。 

2. [ ディレクトリクォータ ] を選択します。 

3. [ タスク ] の一覧で、 [ ポリシー ] をクリックします。 

4 . [ タスク ] の一覧で、怯 f 規 ] をクリックします。 

乱ウィザードの指示にしたがって操作を実行し、ディレクトリクォータを追加します。 
ウィザードでは、次のパラメータを設ちします。 

(1) ポリシーぶ 

作成するディレクトリクォータポリシーのを前です。 20 文字まで指定できます。 

(2) 領域の制限の設定 
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[ディスク領域の制限個 

ディスク領域の制限値を設定します。8巧まで入力ができ、設定単位は、バイト、 KB 、 MB 、 
GB 、 TB となります。 

デバイスの容量を全て巧うを指をした場合は、パーティションサイズが制限値となります。 

I 户 1 

CQ 表記上は、" デバイスの機能を巧う "ですが、正しくは" デバイスの容量を全て巧う "です。 

陆 IJ 限値を強制しない] 

□選択しなかった場合 

ディスク領域の制限値に到達次第、通知がアクティブとなります。制限値を超えてデータを 
保存することができません。 

■選択した場合 

ディスク領域の制限値に到達次第、通知がアクティブになりますが、制限値は強制されませ 
ん。制限値を超えてデータを保存することができます。 

(3) 重大な通知の設を 

[しきぃ値] 

• 通知のしきい値 

通なが発生せずに使用できるディスク領域の割合を示します。 

[通知] :通知がアクティブになったときに送信するメッセージとメッセージの送信化を指をします。 
. 挿入 マクロ 

事前定義されたメ ッセージマクロの七ット を、通かメ ッセージに{ま 用できます。すべての マ 
クロは、 かっこで囲み、大文字にする必要があります。 メッセージマクロセットの 一覧は、 
「13.4.3 メッセージマクロ」 を見てください。 

•メッ七 ■ —シ 

すべてのメ ッ セージおよび定義済みのマクロの 七ッ トを含めることができるメ ッ セージフ 
ィールド。メッセージの最大の長さは1，024文字です。アプリケーションは、通知がアクテ 
ィブになったときに、ユーザーにポップアップメッセージを送信できます。 

- ユーザーに 通知す る 

ユーザーにポップアップ 通知 メッ七ージを 送信します。 

CQ ユーザー側でメッセージを受信する為には、な下のサービスを起動しておく必要があります。 
Windows 98 /Me 一 winpopup.exe 
WindowsNT / 2000 /XP messanger service 

なお、各サービスの起動方法につきましては、を OS の ヘルプを 参照して下さい。 

心 _ _ _ _ _ - J 

CQ ネク トワーウ 上の複歎の端末に同一の ユーザーで ロダインしていた場合は、 ユーザーに 正しくポ 
ップアップ通知メッセージが表示されないことがあります。 
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. イベントログに送信 

通知メッセージをサーバーアプライアンスのイベントログに送信します。 

励作] :通知がアクティブになったときに実行されるレポートまたはプログラムを指をします。 

-通知が発生した場合に次の報告を行う 

記憶がレポートで定義されたレポート七ットより、報告するレポートを指をします。通知が 
発生した場合に、レポートが作成されます。 

【補足】レポートセットの一覧説明については、「13.3記憶域レポート」を参照してください。 

-通知の発生時に次のプログラムを実行する 

バックグラウンドで、指をしたコマンドを実行します。このコマンドは、 Mybatchfile . bat な 
どの有効な Windows 2000コマンドです。 

(4) 警告の通知の設定 

設定項目の内容は、 （3) 重大な通知の設定とおなじです。 



(ディレクトリクォータポリシーの作成ウイザード（領巧の設定）画耐 
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(ディレクトリクォータの作成ウィザード（重大な通知の設定）画面） 

ディレクトリクォータポリシーの削除 
ポリシーを削除するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ディレクトリクォータ]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 

4. 削除するポリシーを選択します。 

t [タスク]の一覧で、[削除]を選択します。 

6. [0 K ] をクリックします。 

ディレクトリクォータポリシーの変更 
ポリシーのプロパティを変更するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ディレクトリクォータ]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[ポリシー]をクリックします。 

4. を更するポリシーを1つ選択します。 

t [タスク]の一覧で、[プロパティ]をクリックします。 

6. [ディスク領域制限値]タブ、[重大な通知タブ、[警告の通な]タブより、変更するタブを選択し、 
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必要な'変更を実行します。 

7. [0 K ] をクリックします。 

[ディスク領域制限値]タブ、[重大な通知]タブ、[警告の通知]タブで、'塞更する項目については、「デ 
イレクトリクォータポリシーの作成」を見てください。 



« 


r I Local intranet ぶ 


(デイレクトリクォータのポリシープロパティ画面） 


13.2.2.3 ディレクトリクォータの作成 

ディレクトリクォータを作成するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで[ディスク]をクリックします。 

2. [ディレクトリクォータ]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[新規]をクリックします。 

4. ウィザードの指示にしたがって操作を実行し、ディレクトリクォータを追加します。 
ウィザードでは、次のパラメータを設をします。 

•ディレクトリクォータを作成するディレクトリ 

•[ポリシー設をのコピー元]からディレクトリに設定するディレクトリクォータポリシー 
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(ディレクトリクォータ作成ウイザード画面) 


ディレクトリクォータの削除 

ファイルを削除しても、通常そのファイルは削除されません。代わりに、名前が変更されてごみ箱フォ 
ルダに入れられます。ユーザーのクォータが自分のディレクトリにある場合は、そのユーザーのディレク 
トリクォータには適用されません。ただし、ユーザーのクォータがパーティションのルートディレクト 
リにある場合は、ファイルを削除すると、使用されているディスク領域が実際に増加することがあります。 
これは、ごみ箱に、ファイルの復元を可能にするために追加の情報を保存しなければならないためです。 
ディレクトリクォータを削除するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ディレクトリクォータ]を選択します。 

3. 削除するディレクトリクォータを選択します。 

4 . [タスク]の一覧で、[削除]を選択します。 
t [ OK ] をクリックします。 

ディレクトリクォータプロパティのを更 

ディレクトリクォータのプロパティを変更するには、次の2つのホ法があります。 

.別のディレクトリクォータポリシーへ変更する 
.既存のディレクトリクォータポリシーの設定を変更する 
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1) 別のディレクトリクォータポリシーへ変更 

既存のディレクトリクォータポリシーを別のディレクトリクォータポリシーに変更するには、 
次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ディレクトリクォータ]を選択します。 

3. を更するディレクトリクォータを選択します。 

4 . [タスク]の一覧で、[プロパティ]をクリックします。 

5. [ポリシー設定のコピー]タブで、一覧から使用するポリシーを選択します。 

6. [0 K ] をクリックします。 

使用するポリシーのを項目の設を値については、「13.2.1.2を義巧み情報」を参照してください。 

2) 既存のディレクトリクォータポリシーの設定変更 

既存のディレクトリクォータポリシーの設定をを更するためには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーシヨンバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ディレクトリクォータ]を選択します。 

3. 変更するディレクトリクォータを選択します。 

4. [タスク] の 一覧で、 [プロパティ]を クリックします。 

氏[ディスク領域制限値]タブ、[重大な通知]タブ、[警告の通知]タブより変更するタブを選択し、 
必要なを更を実行します。 

6. [0 K ] をクリックします。 

[ディスク領域制限値]タブ、[重大な通知]タブ、[警告の通知]タブで、変更する項目については、 
「12.2.3ディレクトリクオータのポリシー J を見てください。 
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13.2.3 運用 

13.え 3.1 ディレクトリクォータの管理 

ディレクトリに巧してディレクトリクォータを定義した場合は、そのディレクトリに読み取り/書き込 
みアクセス権を持ち、そのクォータ制限を超えていないユーザーは、そのディレクトリにデータを格納で 
きます。また、パーティションに制限を設定することもできます。これにより、ドライブに記憶装置リソ 
ース管理ポリシーが強制されます。ユーザーは、警告の通知と重大な通知の2つの通知でディスク領域の 
イ吏用状況を通知されます。 

ディレクトリクォータの管 a ページを表示するには、次の操作をおこないます。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [ディレクトリクォータ]を選択します。 

管理ページには、ディレクトリクォータごとに、次の情報が含まれています。また、を項目に巧してソ 
ートや検索をおこなうことができます。ページが複数ある場合には、ページボタンを操作することで、前 
ページや次ページの表示を行うことができます。 


項 目 

説 明 

デイレクトリを 

クォータを含むディレクトリのを前。 

%使用 

ディレクトリによって使用される領域の制限のパーセント。表示単位は自動的に計算さ 

れます。 

領域の制限値 

ディレクトリ上の領域の制限。表示単位は自動的に計算されます。 

使用領域 

ディレクトリによって使用されている領域の現在の容量。表示単位は自動的に計算され 

ます。 

空き領域 

ディレクトリ上で使用可能な空き領域の容量。 

これは、[領域の制限値]の値から[使用領域]の値を減算した値です。 

最高値 

このディレクトリによって{ま用されている領域の最大容量。 


また、このページより、次に示すタスクを実行することで、ディレクトリクォータを管理します。 


タスク 

説 明 

新規 

ディレクトリクォータを新しく作成します。 

削除 

ディレクトリクォータを削除します。 

ポリシー 

ディレクトリクォータポリシーの作成、削除、を更をします。 

プロパティ 

ディレクトリに設定したディレクトリクォータを変更します。 

設定 

マウントされるドライブを自動検出して、ディレクトリクォータを設ちします。 
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(デイレクトリクォータ管理ページ画面) 
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13.3 記憶域レポート 

記憶域レポートは、ディスクの使用状況、無駄になっている領域、ファイルの所有権、セキュリティ、 
および管巧等をレポートします。レポートは、インタラクティブに実行したり、定期的にスケジュールし 
たり、ディスク領域の使用状況が重大なレベルに達したときに記憶装置リソース管理ポリシーの一部とし 
て実行することができます。出力は、巧をのディレクトリに保存するほかに、一覧のユーザーに電子メー 
ルで送信することもできます。 

記憶域レポートには、な下の機能が含まれています。 

. 概要の記憶域リソース管理レポート 
. 概要の記憶域リソース管巧ポリシーとの統合 
-スケジュールされた記憶域のレポート 
•イントラネット Web サイトに送信されるレポート 
-電子メールでユーザーに送信されるレポート 
[レポートセットについて] 

レポートセットは、グループとして生成された記憶域レポートのを義巧みの一覧です。記憶域レポー 
卜の機能では、次のレポートセットが用意されています。 


レホートセット 

説 明 

概要 

ディスク領域を分析するための起点、として最適な、記憶域管理の事例を表します。 

概要レポートは、システム記憶域の状態の全体的な徴候を示します。また、ファイ 

ルの種類、重複するファイル、バックアップされていないファイル、最もよく使用 

されるファイル、および夜間のバックアップのための必要容量を示します。 

重複ファイル 

容量を余分に使用している可能性のある重複ファイルを示し、ディスク領域をすば 

やくクリーンアップするために役立ちます。 

ファイルの種類の概要 

ディレクトリの詳しい使用状況を示します。 

バックァップされない 

ファイル 

変更されたが、 NTFS ファイルシステムアーカイブビットに従ってバックアッ 

プされていないファイルを示します。このビットは、ファイルのバックアップ状 

態を示すためにバックアップアプリケーションによって使用されます。これに 

より、ファイルの復元を検証し、データを保護します。 

大きなファイル 

大きなファイルを示します。これにより、未使用のディスク領域を解放し 、了一力 

イブの候補を識別して、バックアップおよび復元時間を短縮することができます。 

よく使われるファイル 

毎日アク七スされる容量を示します。これにより、使用可能なリソースにアプリケ 

ーション、データ、およびユーザーを分散し、ファイルサーバーが十分に利用さ 

れていなかったり、過負荷になったりしないようにすることができます。 

ディレクトリクォータ 

の使用率の概要 

アプライアンス上に定義されたすベてのディレクトリクォータを識別し、使用さ 

れている容量、空き容量、使用状況のパーセント、最高値を示します。 
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それぞれのレポートセットで報告されるレポートに含まれるレポート項目を一覧表に示します。 





レ 

ポー 

卜項目 





Files 

Files 

Files 

Large 

Most 

Nightly 

Space 

Files 

レ巧ートセット 

By 

Not 

With 

Stale 

Commo 

Backup 

By 

By 


Type 

Being 

Dupulicat 

Files 

nly 

Capacity 

Quota 

Size 



Backed 

es 


Used 

Required 





Up 



Files 

merit 



概要 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

重複ファイル 

- 

- 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

フアイルの種類の概 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

要 









バックアップされな 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

- 

- 

レ、ファイル 









大きなファイル 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

よく使われるフアイ 

- 

- 

- 

- 

• 

- 

- 

- 

ノレ 









ディレクトリクオー 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

- 

夕の使用率の概要 










[出力されるレポート名について] 

レポートは、 HTML 形式または、テキスト形式で表示できます。レポートの既定の出力先フォルダは 
c:¥Program Files ¥ Wquinn¥StorageCentral SRM ¥5.0 を Reports となります。 

出力されるレポートのファイルぶの形式は、"レポートセット名+年月日+ 9文字の数字+拡張子" 
となります。な下に、レポートセットに対応する、レポートセット名を示します。 


レ巧—トセジト 

レポートセット名 

概要 

Best Practices _ Etes _ 

重複ファイル 

Duplicate ピ iles _ Etes _ 

ファイルの種類の概要 

File Type Summary _ Etes _ 

バックアップされないファイル 

Files Not Being Backed Up _ Etes _ 

大きなファイル 

Large Files _ Etes _ 

よく使われるファイル 

Most Commonly Used Files _ Etes _ 

ディレクトリクオータの使用率の概要 

Directory Quota Usage Summary _ Etes _ 


例）概要のレポートセットのファイル名の例 

Best Practices _ Etes _20011114103001389 .htm / Best Practices _ Etes _20011114103001389 .txt 


247 





13 記憶域管理 ツール 


[出力されるレポート項目について] 

出力される8 つの レポート項目に ついて 概要を説明します。 

(1 )Files By Type 

レポート巧象のディレクトリに対•して、次に示すカテゴリごとにファイル数、使用容量、記憶域に 
占める使用率を表示する。 

[カテゴリ] 

• 使用領域 
• 未使用領域 
• 全体領域 

• 30日な上未更新ファイル 

• 365日な上未使用ファイル 
•1 MB な上のファイル 

• 全てのファイル（スクリーニンググループ毎の情報が続いて表示されます） 
•ディレクトリ数 

但 ） Files Not Being Backed Up 

レポート巧象のディレクトリ名と、ソート条件が巧示されます。 

続いて、ディレクトリに存在する30日な上更新されていないファイルに対して、サーバーアプラ 
イアンスを、ファイル名、パスを、ファイルサイズ、ファイル更新からの経過日がそれぞれ表示さ 
れます。また、全体のファイル数とファイルサイズ合算値を表示します。 

(3) Files With Duplicates 

レポート巧象のディレクトリ名と選択条件 （2 つな上同ぶのファイル）が明示されます。 

続いて、ディレクトリに存在するファイルに巧して、サーバーアプライアンス名、ファイルを、パ 
ス名、重複数、ファイルサイズ、作成日付、更新日付を表示します。 

(4) Large Stale Files 

レポート巧象のディレクトリ名と、ソート条件が巧示されます。 

続いて、ディレクトリに存在するファイルに巧して、サーバーアプライアンス名、ファイルを、パ 
ス名、ファイルサイズ、最終アクセス日付を表示します。また、全体のファイル数とファイルサイ 
ズ合算値を表示します。 

(5) Most Commonly Used Files 

レポート巧象のディレクトリ名と、ソート条件が巧示されます。 

続いて、ディレクトリに存在するファイルに巧して、サーバーアプライアンス名、ファイルを、パ 
ス名、ファイルサイズがそれぞれ表示されます。また、全体のファイル数とファイルサイズ合算値 
を表示します。 

(6) Mghtly Backup Capacity Requirement 

レポート巧象のデイレクトリ名と、ソート条件が巧示されます。 
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続いて、ディレクトリに存在するファイルに巧して、サーバーアプライアンス名、ファイルを、パ 
ス名、ファイルサイズ、ファイル更新からの経過日がそれぞれ表示されます。また、全体のファイ 
ル数とファイルサイズ合算値を表示します。 

仍 Space By Quota 

ディレクトリクォータが設定されているディレクトリに巧して、現在の使用容量、制限値容量、 
空き容量、全体の使用率について表示します。 

(8) Files By Size 

レポート巧象のディレクトリぶと選択条件 （1 MB な上のファイル）が巧示され、該当するファイ 
ルを、ファイルサイズ、最終アクセス日付を表示します。また、全体のファイル数とファイルサ 
イズ合算値を表示します。 
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13. 3. 1記憶域レポート運用の流れ 
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13. 3. 2 記憶域レポートの設定 

記憶城レポートの設定をするには、次の操作を巧います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [記憶城レポート]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[設を]を選択します。 

4. [設定]タブで、フィルタオプションと出力設定、最大メモリ使用を設定できます。 
t [電子メール]タブ+で、メールサーバーとメール送信者のアドレスを設定できます。 
6. [0 K ] をクリックします。 


(1) [設定]タブで設をできる項目 
( a ) フイルタオプション 


項 目 

説 巧 

0 S ファイルを除外する 

- sys 拡張子を持つすべてのファイル、 % SystemRoot % ディレクトリのすべて 

のファイル、および temp ディレクトリのずベてのファイルを除外します。 

DLL ファイルを除外する 

. dll あ張子を持つすべてのファイルを除外します。 

( b ) 出力設定 

項 目 

説 明 

レポート出カデイレクト 

y 

レポート用の巧をの出カディレクトリを指をします。レポート七ット定義で 

出カディレクトリを指定すると、それによってこの値が上書きされます。 

( C ) 最大メモリ巧用 

項 目 

説 明 

使用される仮想メモリの 

最大 

使用される仮想メモリの容量を表示される仮想メモリのパーセントに制限し 

ます。これにより、選択したデイレクトリから読み取ることができるファイル 

の黨:が制限されます。 

但）[電子メール]タブで設定できる項目 

項 目 

説 明 

メ ーノレ サ' —- バ '— 

電子メールサーバーのアドレスを指をします。これは、を前か IP アドレス 

です。 

メールの送信者 

記憶装置のレポートによって送信される電子メールメッセージの From フ 

イールドに表示される送信者のメールアドレスを指をしまず。 


广 -^ 

CQ [レポート出カディレクトリ]で、レポートを保存するディレクトリの変更を行った場合、記 
憶域レポートの実行ではブラウザでのレポート出力表示はできません。 


^ ノノ 
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(記憶域レポートの設定画面) 


13. 3.3 記憶域レポートのプロパティ 

レポートのプロパティのページを巧用してレポートのフィルタおよび形式の選択を変更し、レポートの 
出力場所を設定します。レポートのプロパティを実行するには、な下の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [記憶域レポート]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[プロパティ]をクリックします。 

4. [フィ ルタ]タブで、どのように フィ ルタするかを変更することができます。 

5. [形式]タブで、レポートの出力形式を変更することができます。 

6. [出力]タブで、レポートの保存化、レポートの送信先を変更することができます。 

7. [0 K ] をクリックします。 


な下に、 [フィルタ] タブ、脈巧タブ、[出力]タブに ついて、 説明します。 
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(1) [フイ/レタ]タブ 

どのようにレポートをフィルタリンダするかを選択しまず。 


項 目 

説 明 

お前 

ファイルを、標準ファイル選択マスクを使用して名前によってフィルタできます。複数 

のファイル選択マスクをセミコロンで区切って入力できます。たとえば、 *. exe ;*. dll と 

指定すると、すべての . exe および. dll ファイルが選択されます。 

スクリーニング 

グループ 

ファイルをスクリーニングダループによってフィルタできます。スクリーニングダル 

ープは、包含的または排他的なファイル選択マスクの一覧です。たとえば、定義済みの 

スクリーニングダループの1つに"ダラフィックファイル"があります。 


(2) [形式]タブ 

レポートの出力形式を選択します。 


項 目 

説 明 

HTML 

ファイルは、 HTML 形式で出力されます。この形式は Microsoft ® Internet Explorer 5 

および Netscape 6 でサポートされています。 

テキスト 

ファイルは . txt ファイルとして出力されます。 


(3) [出力]タブ 


レポ'ートの保存先、または電子メ ' ールによるレポ'ートの送信先を指定しまず。 


項 目 

説 明 

次のデイレクトリにレ 

ポートを保存 

レポートを保存するディレクトリを選択できます。これは、有効な Windows パ 

スタにします。空白のままにすると、既定のディレクトリ C：¥Program 

Files ¥ WQuinn ¥ StorageC 組 tral SRM ¥5.0 ¥Reports がイ吏用されます。 

次の電子メールアドレ 

スにレポ'—卜を送信 

有効なインターネット電子メールアドレスを < ユーザー>@<組織 >.< ドメイン> 

の形式で入力し、レポートを電子メール添付ファイルとして送信できます。空白 

のままにすると、電子メールは送信されません。 


广 つ 

Cfl [出力]タブで、レポートを保存するディレクトリの変更を行った場合、記憶域レポートの実 
行ではブラウザでのレポート出力表示はできません。 

V J 
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(記憶域レポートプロパティ画面) 
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13.3.4 記憶域レポ'ートのスケジュ'—ルの表巧 

スケジュール対象のディレクトリである場所、状態、スケジュール情報、報告するレポートについての 
情報が表示されます。それぞれの項目で任意にソートすることができます。記憶域レポートのスケジュー 
ルを表示するには、な下の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [記憶域レポート]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[スケジュール]を選択します。 

記憶域 レポートのスケジュール 

スケジュールされたレポートを作成するには、な下の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [記憶域レポート]を選択します。 

3. 希望のレポートを選択します。 

4. [タスク]の一覧で、[スケジュール]を選択します。 

5. [タスク]の一覧で、怯片規]を選択します。 

6. [場所]タブで、レポートの対象のディレクトリをを入力し、報告するレポートを選択します。 

尚、このページで [0 因ボタンをクリックすると、レポートは直ちに実行されます。 

7. [日付と時刻]タブで、[頻度]、[開始日]、[開始時刻]、および[日]のオプションを選択します。 

[頻度]は、一度、お日、毎週、お月から選択することが可能です。 

[開始日]は、変更することはできません。 

[開始時刻]は、変更することはできます。 

[日]は、跑曲でを週またはを月を選択した場合に設をすることができます。 

8. [0 K ] をクリックします。 

[日付と時剔タブの[頻度]、[開始日]、[開始時刻]、および[日]の関係をな下の表示まとめます。 


頗曲 

一度 

を日 

毎週 

毎月 

欄始日] 

変更不可 

を更不可 

変更不可 

変更不可 

[開始時間] 

変更可能 

を更可能 

変更可能 

変更可能 

[日] 

変更不可 

変更不可 

月曜日〜日曜日 

1〜31 


【補足】スケジュールにより実行されたレポートは、「12.3.3記憶域レポートのプロパティ」の帕力]夕 
ブで設をするディレクトリに保存されます。 

スケジュールされた記憶城レポートの削除 
スケジュールされたレポートを削除するには、次の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 
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2. [記憶域レポート]を選択します。 

3. [タスク]の一覧で、[スケジュール]を選択します。 

4. 削除するスケジュールされたタスクを選択します。 
t [タスク]の一覧で、[削除]を選択します。 

6. [0 K ] をクリックします。 

【補足】削除するスケジュールされたタスクは、1度に1つしか選択できません。 

13. 3. 5 記憶域レポートの実行 

レポートを実行するには、な下の操作を行います。 

1. プライマリナビゲーションバーで、[ディスク]をクリックします。 

2. [記憶城レポート]を選択します。 

3. 実行する記憶域のレポートを選択します。 

4. [タスク]の一覧で、[レポートの実行]をクリックします。 

5. レポートの対象のディレクトリぶをディレクトリパスに入力し、[追加]をクリックします。 

6. [0 K ] をクリックします。 



(記憶域レポート画面) 
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13. 3. 6 ソ'—卜 • 検索.ぺ' ージ 移動に ついて 

ここでは、ファイルスクリーニング、ディレクトリクォータ、記憶域レポートに共通する操作項目と 
して、特定の画面においてソート、検索、ページ徊耐移動の操作ができます。これらの操作について 
説明をします。 


機 能 

ページ 

ソート機能 

検索機能 

ページ移動 

ディレクトリクォータ 

管 a 

〇 

〇 

〇 

ポリ シー 

〇 

X 

X 

ファイルスクリー ニン 

ダ 

管@ 

〇 

〇 

〇 

活動状況 

〇 

〇 

〇 

ポリ シー 

〇 

X 

X 

グループ 

〇 

X 

X 

記憶域レポート 

管@ 

〇 

X 

X 

スケジュール 

〇 

X 

X 


[〇 :操作可能/ X :操作不可能] 


(1) ソートについて 

•任意の列（項目）をクリックすることで、直前のソート順（昇順、または降順）でソートす 
ることができます。 

• 同一の列（項目）をクリックすることで、ソート順（昇順から降順、または、降順から昇順） 
がをわります。 

• ソート操作により、全てのページでソートが行われますが、ソートはページ内に閉じたもの 
となります。 

【補足】ソートは、文字列で行っているために、数値データを取りあうケースにおいては、正しくソ 
ートができない場合があります。該当するケースとしては、ディスククォータの管巧画面で 
表示される、％使用、領域の制限値、使用領域、空き領域、最高値があります。一例として、 
イま用領域が、 10 MB 、20 MB 、 100 MB のものがある場合、これに巧してソートを実行すると、 
昇順では、 10 MB 、 100 MB 、20 MB と、降順では、 20 MB 、 100 MB 、10 MB とま示されてしま 
います。 

但）検索に ついて 

• [検索]のプルダウンボックスから、検索する項目を選択し、任意の文字、または数値を入 
力して、開始ボタンをクリックします。 

参検索は、文字列検索となります。 

(3) ページ 移動に ついて 

• 1ページには、最大100件のレコードが表示されます。 

• 前ページボタン、または、次ページボタンにマウスをポイントすることで、現在のページと 
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全ページ数が表示されます。 

• 前ページボタン、または、次ページボタンをクリックすることで、前後のページに移動する 
ことができます。 

• シフトキーを押下した状態で、前ページボタンをクリックすると、1ページに移動します。 
• シフトキーを押下した状態で、次ページボタンをクリックすると、最終ページに移動します。 
• 特定のページを指定して移動することはできません。 

13.3.7 削除するレコードの指定について 

を機能でのページにおいて、削除するレコードの指定について説明します。 

•一括削除指定ができるものは、削除するレコードのチェックボックスにチェックをつけます。 
また、ページに表示されているレコード全てを削除したい場合には、（指を場巧）のチェック 
ボックスにチェックをつけます。 

•一括削除指をができないものは、削除するレコードのラジオボックスにチェックをつけます。 


機 能 

ページ 

一括削除指定（指定場所） 

デイレクトリクォータ 

管巧 

〇 (ディレクトリを） 

ポリシー 

〇 (ポリシー名） 

ファイルスクリーニン 

ダ 

管理 

〇 (ディレクトリを） 

活動状況 

〇 (状態） 

ポリシー 

〇 (ファイルスクリーニンダポリシー） 

グループ 

〇 (ファイルスクリーニングダループ） 

記憶域レポート 

ス ケジュ‘ — ル 

X 


[〇 :指を可/ X :指を不可] 
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13. 3. 8 メッセージマクロ 

ファイル スクリーニング、ディレクトリクォータの通知メッ七ージに挿入して{ま用できるメッセージ 
マクロについて説明します。メッ七ージマクロは、事前に定義されたものであり、また、それぞれの機能 
において巧用できるものとできないものがあります。メッ七ージマクロは、送信するメッ七ージ内にシス 
テムで得られる情報を含むために{ま用するものです。メッセージでメッセージマクロを挿入したい場巧に 
カーソルをおいて、挿入マクロからブルダウンボックスで表示されるメッセージマクロを選択してくだ 
さい。通知メッセージが送信される陵に、システムで得られる情報に置き換わり送信されます。 


マクロ名 

説 明 

[SERVER NAME ] 

アプライアンスのを前。 

[ U 細功 

動作の原因となった現在のユーザー。 

[USER NO DOMAIN ] 

ドメインをを含まないユーザー。 

[OBJECT NAME ] 

動作の原因になったディレクトリ名。 

[OBJECT NAME SHARE ] 

可能な場合に、オブジェクト名を共有に変換します。複数の共有が 

1つのオブジェクトを指している場合は、最初に見つかった共有が 

使用されまず。 

[FILE NAME ] 

スクリーニンダされたファイルのぶ前。 

[POLICY NAME ] 

アクティブになっていたポリシーのを前。 

[SCREENING GROUP ] 

スクリーニンダされたファイルの種類を含むスクリーニンダダル 

ープ。 

[CURRENT USAGE ] 

現在の使用領域のサイズ。単位は、バイト。 

[SPACE LIM 四 

領域の制限値のサイズ。単位は、バイト。 

[PERCENT FREE ] 

領域の制限値に占める現在の空き領域の割合。 

[PERCENT USED ] 

領域の制限値に占める現在の使用領域の割合。 

[CURRENT USAGE KB ] 

現在の使用領域のサイズ。単位は、 KB 。 

[CURRENT USAGE M 岛 

奥在の使用領域のサイズ。単位は、 MB 。 

[SPACE LIMIT KB ] 

領域の制限値のサイズ。単位は、 KB 。 

[SPACE LIMIT M 岛 

領域の制限値のサイズ。単位は、 MB 。 
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13.4 運用管巧について 

13.4.1 監査データベースの管理ホ法について 

ファイルスクリーニングの監査データベース （FSDB.mdb) の管理ホ法について説明します。監査デー 
タベースは、ファイルスクリーニングの活動状況やユーザーの識別情報を記録するファイルであるため、 
ユーザ—数，ファイル数、活動状況ログの数に依存し、時間を経過するごとにファイルはお大し、ボリュ 
ームの領巧を消費することになります。このため、運用上、定期的にメンテナンスをおこなう必要があり 
ます。 

次に示しますように、監査データベースをディレクトリクォータにより監視するホをが有効です。 

(1) 監査データベースを配置するフォルダを作成し、そのフォルダに巧してディレクトリクォータを 
作成します。 

但） ファイルスクリーニングの 監査 データベースの 設をにより、監査 データベースの 場所を前記 フォ 
ルダに変更します。 

(3) 監査 データベースを 既定の場所から新しい場所に コピーする。 

(4) 監査データベースを有効にするために、 FileScreen Server サービスを再起動します。 

また、を期的に活動が況レコードをチェックし、不要なレコードの削除を行ったり、不要な活動が況を 
記録しないように、ファイルスクリーニングポリシーの設をを行うことも有効です。 

尚、監査データベースは、巧動状況レコードを削除しても、ファイルサイズには変動はありません。こ 
のため、活動状況レコードを全て削除（廃棄）してもいい場合では、上記操作のなかで、城の操作におい 
て、監査データベースを既定の場巧からコピーするのではなく、既定の場巧 （ C：¥Program 
Files¥WQuinn¥StorageCentral SRM¥5.0¥DB) にある Empty.mdb ファイルを新しい場巧にコピ ' —し 
て、これを FSDB.m 加 に名前を変えることで、最小サイズの 64KB とすることができます。 

Cfl 監査データベースをディレクトリクォータで監視する場合には、必ず、[ディスク領域制限] 
タブにある項目で制限を強制しないの設定にチェックをつけてください。 

V J 
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13.5 記憶域管理ツールに関する注意事項 

1. ディレクトリクォータを設をした圧縮フォルダで、警告の通知、重要な通知が複数通知されること 
があります。この現象は、データの書込みが、 Windows 2000のキャッシュ制御動作に依存するため 
におこるものです。書き这むデータがメモリ上にあるときは、非圧縮状態で存在し、ディスクに書き 
込むときに圧縮状態となります。ディスクにデータを書き込む処理は、 Windows 2000のキャッシュ 
制御動作に依存するため、データサイズがしきい値を行き来する状況がおこることがあります。ディ 
レクトリクォータでは、ある一定期間内に出力される同ーメッ七ージを1つにまとめて出力します 
が、一を®間をまたがった場合に同一のメッセージが登録されます。 

2. ファイルを操作するアプリケーションの処 a 動作に依存し、ファイルを上書きするときに、巧動が況 
にログが2個登録されることがあります。ファイルスクリーニングとしては正しい動作をしていま 
す。 

3. を機能でのページにおいて、ページを一括削除した後に最後のページに移動するとそのページが空に 
なることがあります。これはを画面の検索項目に何も入力せず開始ボタンをクリックすることで正し 
く表示できるようになります。 

4. ディレクトリクォータで制限値を設定したフォルダを圧縮解除した場合、ディレクトリクォータ面面 
の使用領域サイズとエクスプローラのプロパティで見るディスク使用サイズは異なる場合がありま 
す。 

5. ディレクトリクォータ使用率の概要レポートで使用率 ( PercentUsed ) が100%な上の場合空き容量 ( FreeSpace ) 
の値がディレクトリクォータ丽の空き容量と異なる値が表示されます。 

技 ディレクトリクォータにて、2バイト文字を使用しているフォルダに対•し、ディレクトリクォータを設定している 
状況で、訝就でレポートの[ディレクトリクォータ側率!をレポートすると、2 ノ 卜文字が正しく表示できません。 

7. Persistent Storage Manager で固をイメージを作成しているドライブを対象に、言己憶域レポートの[重複ファイル] 
をレポートすると、固をイメージな下の全てのファイルがレポートの内容に靈ファイルとして含まれます。 

8. 記憶域レポートにてレポートの出力先をを更する場合は下記の手順よりを更してください。 

① ターミナルサービスを 起動します。 

感 My Computer アイコンを右クリックし、 Manage を選択します。 

③ [Services and Applications ] - [Internet Information Services ] - [ Administration ] を 

④ 展開します。 

⑤ WQReports を右クリックし、 Properties を開きます。 

⑧ Local Path ： を記憶域レポートの出力先と同じディレクトリに設をします。 

⑦ OK ボタンを押し設をを確をした後、ターミナルサービスからログオフします。 

9. 同一時刻に複数のレポートの設をは行わないで下さい。（複数のレポートをスケジュールする場合は、 
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最低限10〜15分な上間隔を空けて設をを行って下さい。） 

10. 複数のディレクトリに巧し同種の記憶域レポートをいくつも設定した場合、レポートが正常に届かな 
いことがあります。その場合は、複数のディレクトリに対してではなく、その親ディレクトリに対し 
1つのレポートを設定するようにして下さい。（但し、レポートの数が少なくても、1つのレポート 
に対•し、出力対象となるディレクトリの数が多い場合は、レポートを設定する親ディレクトリをいく 
つかに分けてレポートの設定を行って下さい。） 

11. バックアップソフトのスケジュール時間前後にレポートの設定は行わないで下さい。（もしバックア 
ップのスケジュールが設をされている場合は、最低限！〜2時間ぐらい時間をずらしてレポートの設 
定を行って下さい。） 
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14複数のデバイスの管理 ( MDM ) 


WebUI の [ コントローラ ] メニューでは、 複数のデバイスの管理を行う機能拟後、 MDM と 呼びます）が 
巧用できます。下図のように、ある iStorage NS を 「コントローラ」、 他の iStorage NS を「デバイス」と 
して 設 をし、 コントローラから デバイスに巧して ローカルユーザーの作成、 ドメインまたは ワークグルー 
プへの参加などのジョブを実行できます。 

はホ象機種は iStorage NS21P/NS22P/NS41P/NS42P/NS410/NS420/NS610/NS810G です） 

複数のデバイスをセットとして定義し、それらのデバイスに巧して一度に同じジョブを実行できます。ま 
た、単一のデバイスのみに巧しても可能です。ただし、内容によっては単ーデバイスのみに実行されるジ 
ョブもあります。 

MDM の機能として、ジョブの実行、通なとジョブの履歴の表示、デバイスの制御権の取得や解放、デバ 
イス七ットの作成ができます。 


コントローラの 証明書を 


コントローラの 証明書を 


コントローラの 証明書を 


を録したデバイス 



登録したデバイス 



を録したデバイス 



ジョブを実行 ジョブを実行 


コント□—ラ 



:;古 





ジョブを実行 

コントローラである 旧 torage NS ) 
にアクセスして WebUI を表示し、 
デバイスに巧してジョブを実行す 
るよう操作する 


管理用 PC 


す 

CQ コントローラは制御権を取得したデバイスにのみジョブの実行、または通なの表示を行い 
ます。 

V . J 

CQ コントローラと して設定した iStorage NS はデバイスとして巧用しないでください。 
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14.1 MDM を使用するための準備 


14.1.1 コントローラとデバイスを設定する 

コントローラは自身で生成される証明書をデバイスに登録することで制御権を取得し、デバイスはその証 
明書の生成元であるコントローラのみで制御されます。証明書がインストールされたデバイスに巧しての 
み、制御権を取得してジョブを実行できます。初期が態では証明書はありませんので、 MDM の運用を開 
始する前に、コントローラで生成、登録し、その証明書をデバイスに登録する必要があります。 


14.1.2 コントローラの 設定 

iStorage NS をコントローラとして設をするには、な下の手順で証明書を生成し、サービスを起動する必 
要があります。その後、生成した証明書をデバイスに登録して制御権を取得すると、そのデバィスに対し 
てジョブを実行できるようになります。 

1. 管理用 PC でブラウザを起動し、コントローラとする旧 torage NS の WebUI を表示する （WebUI 
の起動については、管理をガィドの「3.3管理ツール WebUI の起動」を参照してください） 

2. プライ マリナビゲーシヨンバーの [ メンテナンス]メニューをクリックする 

3. [夕ーミナルサービス]をクリックし、ターミナルサービスクライアント画面を起動する 

4. ログオン後、[スタート]^ [プログラム]^ [Administrative Tools ] ^ [ Services ] をクリックして 
[ Services ] 画面を開き 、 Server Appliance Con か oiler サービスと MSSQL$MicrosoftSAMDM サ'—ビ 
スのプロパティを開き、スタートアップの種類を「自動」に変更する 

5. エクスプローラを使用してな下のファイルをダブルクリックで実行する 
c ：¥ winnt ¥ system 32¥ serverappiiance ¥ scriptsicontroi ¥ SaGenerateKeyPairs.vbs 

6. 手順4 の [ Services ] 画面を開き、 MSSQL$MicrosoftSAMDM ナ '— ビス、 Server Appliance Controller 
サービスの 順に サービスを 開始後、 [ Servic 的]画面を終了する 

7. コン トローラとする iStorage NS のフロッピーディスクドライブに空のフロッピーディスクを七ット 
して コマン ドプロンプト画面でな下の コマン ドを実行する 

copy c ： ¥WINNT¥system32¥ServerAppliance¥Certificate¥mdmroot.cer A:¥ 

8. コマンドプロンプト画面を終了し、ターミナルサービス画面をログオフする 

9. 手順7のフロッピーデイスクを取り出す。 
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14.1.3 デバイスの設を 

コントローラでデバイスの制御権を取得する前に、な下の手順に従い、デバイスとする旧 torage NS を設 
をする必要があります。 

1. 前述の「14.1.1コントローラの設定」の手順7で作成したフロッピーディスクをデバイスとする 
iStorage NS のフロ ッ ピーディスクドライブに セッ トする。 

2. 管理用 P C でブラウザを起動し、デバイスとする iStorage NS の WebUI を起動する 

3. プライマリナビ ダーシヨ ン バーの [メンテナンス]メ ニューを タリ ックする 

4. [ターミナルサービス]をク y ックし、ターミナルサービスクライアント画面を起動する 

5. ユーザー名、パスワードを入力してロダホンし、[スタート]一[プロダラム] 一 [ Accessories ] 一 
[Command Prompt ] の順にクリックしてコマンドプロンプト画面を開く 

6. な下のように入力して Enter キーを押す 

cd ¥WINNT¥system32¥ServerAppliance 

7. が下のように入力して Enter キーを押す 
SAAgentConiig -mstallcert A:¥mdmroot.cer 

8. [This system must be rebooted for the change to take e 能 ct .] と表示されたら、 コマンド プロンプト 
画面を終了し、ターミナルサービス画面をログホフする 

9. フロ ッピーディスクドライブから フロ ッピーディスクを取り出す 

10. WebUI の[メンテナンス]一[シャツトダウン]一[再起動]を選択してデバイスとする iStorage NS を再 
起動する 


/T - 

£□ デバイスは、あるコントローラが制御権を獲得すると、他のコントローラからは MDM を使 
用する制御ができなくなります。 

J 
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14.1. 4 デバイスの制御権を取得する 

実際にコントローラからデバイスを制御するには、制御権を取得する必要があります。制御権を取得して 
いないデバイスにはジョブの実行や通知の表示などの制御は行うことができません。デバイスで証明書の 
登録が終了し、再起動したらな下の手順を行ってください。 

1. 管 a 用 PC でブラウザを起動し、コントローラである旧 torageNS の WebUI を表示する 

2. プライマリナビ ゲーションバーの[コントロー ラ] メニューを クリックする 

3. [デバイスの制御]をクリックしてデバイス画面を開く 



4. MDM ソフトウェアがインストールされた旧 torageNS の一覧が表示されるので、制御を開始するデ 
バイスをのチェックボックスをクリックして、タスクの[制御権を取得]をクリックする 

デバイスの一覧で「状態」が「アクティブ」になれば、制御権を取得できています。「制御されていません」 
のままをわらない場合は証明書の登録が正常に行われていない可能性がありますので、じ 4.1.2 デバイス 
の設を]の手順を再を行ってください。 


266 

























14 複数のデバイスの管理 (MDM) 



-覧に何も表示されない場合は、ブラウザを更新するか、またはが下の手順を行つ 



てください。 


1. [メンテナンス]一[ターミナルサービス]をクリックする 

2. 管理者のユーザー名とパスワードを入力してログホンする 

3. [スタート]一[プロダラム] 一 [ Accessories ] 一 [Command Prompt ] の順にクリックして 
コマンドプロンプト画面を關く 

4. が下のように入力して Enter キーを押す 

cd ¥WINNT¥system32¥ServerAp が iance 

目.ジ^下のように入力して Enter キーを押す 


SAController -refreshdevices 

6. 処理が終了したらコマンドプロンプト画面を閉じ、ターミナルサービスクライアント 



14.1.5 デバイスを手動で追加する 

ネットワーク構成によっては、デバイスを自動検出しない場合もあります。上記手順を行っても一覧に表 
示されない場合は、な下の手順に従い、手動で登録してください。 


1. 管理用 PC でブラウザを起動し、コントローラである旧 torageNS の WebUI を表示する 

2. プライマリナビ ゲー シ ヨンバーの[コントローラ]メニューを クリ ックする 

3. [デバイスの制御]をクリックしてデバイス画面を開く 

4. タスクの[デバイスの追加]をクリック 

t 「ぶ前：」にデバイスのコンピュータあ（デバイスを）を入力し、（任意で「説明 J と 「 MAC アド 
レス」 を入力） [0 K ] ボタンをクリックする 


デバイスの一覧で「状態」が「アクティブ」になったら、そのデバイスに巧しジョブを実行できます。デ 
バイスにコントローラの証明書が登録されていてもこの操作を行うまで制御できません。 
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14.1.6 証明書ファイルをバックアップする 

[14.1.1 コントローラの設定]の手順1から手順6で作成した証明書ファイルを、フロッピーディスクなど 
のリムーバブルメディアにバックアップしておけば、コントローラである iStorage NS の OS を再インス 
トールする必要がある場合などで新たに他の旧 torage NS をコントローラとして設定する場合に、デバイ 
スの証明書を登録しなおさずに制御権を再取得できます。この場合、新たにコントローラとして設定する 
iStorage NS には、な前のコントローラと同じコンピュ ■ —夕をを設定する必要があります。ここではフロ 
ッピーディスクを使用してバックアップするホ法を説明します。 

1. 管 a 用 PC で WebUI を起動し、コントローラに接続する 

2. プライマリナビ ゲーシヨ ン バーの[メ ンテナンス] メニューを クリックする 

3. [ターミナルサービス]をクリックし、ターミナルサービスクライアント画面を起動する 

4. ログオン後、エクスプローラで C :¥ WINNT ¥ System 32¥ ServerAppliance¥Certificate ディレクトリ 
内のファイルをフロッピーディスクにコピーする 

* フロッピ ■ —ディスクに mdmroot . pfx と mdmcontr 地 er . pfx . を含む フ ァイルが保存されます 

5. フロッピーディスクを取り出す 
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14.1. 7 複数のデバイスをセットにする 

MDM では複数のデバイスを1つの七ットとして設定し、その七ットのデバイスすべてにジョブを実行で 
きます。たとえば、3台のデバイスをセットにして、コントローラからそのセットに支ホして再起動を行う 
ジョブを実行すれば、同時に3台のデバイスを再起動することができます。また、複数のセットをまとめ 
てさらに1つのセットとして設定しジョブを実行することもできます。 

設定ホ法 

1. 管理用 PC でブラウザを起動し、コントローラである iStorageNS の WebUI を表示する 

2. プライマリナビ ゲーシヨンバーの[コントロー ラ]メニューを クリック し、[七ットの 作成]をクリックす 
る 

3. タスクの[新規]をクリックする 
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4. [七ットの作成]画面で新しく設定する「七ットを」（必須）と「説明」（任意）を入力する 
t 「デバイス」または「既存のセット」ボックスから、新しくセットのメンバとするデバイスをまたは 
セット名を選択し、[追加]ボタンをクリックする 



6. 「デバイスメンバ」または「セットメンバ J のボックスに選択したデバイスまたはセットが表示され 
ていることを確認して [0 K ] ボタンをクリックする 
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14.2 MDM の利用ホ法 

デバイスに巧して使用可能なジョブはな下の5つです。それぞれのジョブとパラメータについて説明しま 
す。（スペースは半角で入力してください。また、ここで使用するユーザー （ administrator など）は必ず 
パスワードを設定してください。） 


♦ CreateUser.vbs 

デバイスのローカルユーザーを作成する （ ドメインユーザーは作成できません） 

パラメータ CreateUser|^-group 《 r0uozza_me] username -password password 


•group groupname 

指定されたグループにユーザーアカウントを追加します。 

省略可 

Username 

デバイスへのアカウントを持ったローカルユーザー名 

-password password 

与えられたユーザーアカウント用のアカウントパスワード 


例）下記を WebUI のパラメータテキストボックスに入力しジョブを実行してください。 

-group administrators sato -password 0000 

♦ SetMachineName.vbs 

デバイスである旧 torage NS のコンピュータを（デバイスを）を変更する 

パラメータ SetMachineName servername [username\ 卜 password password\ 


Servername 

サーバーの新しいぶ前 

Username 

デバイスの管理権限を持った ユーザーを 

-password password 

ユーザーに与えられたアカウントパ スワーに 


例）下記を WebUI のパラメータテキストボックスに入力しジョブを実行してください。 
デバイスである旧 torageNS のコンピュータを（デバイスを）を NAS にを更する場合 

NAS administrator -password 1111 


備考：（詳細は後述のじ 4.6 デバイス名を変更する]を参照してください） 
SetMachineName . vbs を使用するときは下記の手順で実行しなければならない 
1 .SetMachineName を実行する。 

2. デバイスを再起動する（再起動のジョブを実行させる） 

すぐにが下の手順を実行する 

3. 古いぶ前のデバイスの制御権を開放する 

4. 古いぶ前のデバイスをリストから削除する 
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5. 新しいデバイスぶを追加し、制御権を巧得する 

6. 古いを前でデバイス七ットを作っていた場合は七ットのメンバに新しいを前で追加する。 


♦ SetUser Password, vbs 

口ーカルユーザーの パ スワー ドを変更することができる。 

パラメータ SetUserPassword username -password password 


Username 

デバイスへのアカウントを持ったローカルユーザー名 

-password password 

与えられたユーザーカウント用のアカウントパスワード 


例）下記を WebUI のパラメータテキストボックスに入力しジョブを実行してください。 
口一カル ユーザー istorage のパスワードを変更する場合 
istorage -password 2222 


♦ JomDomam.vbs 

デバイスをドメインまたはワークダループに参加させる 

パラメータ JomDomam -join domainname username -password passwora 


-workgroup workgroupname 


■join 

指定された NT 4.0 ドメインまたはアクティブディレクトリぶに 

デバイスを参加させます 

Domainname 

デバイスを参加させたいドメインぶ 

Username 

ドメイン管理者の権限を持ったユーザー名 

( ドメイン名4ユーザーぶ) 

-password password 

ドメインユーザーのパスワード 

•workgroup 

ドメインから指定されたワークグループにを更する 

Workgroupname 

デバイスを参加させたいワークグループぶ 


例）下記を WebUI のパラメータテキストボックスに入力しジョブを実行してください。 

• ドメイン名 DOMAIN に参加する攝合 

-join DOMAIN DOMAIN¥administrator -password 1111 

. WORKGROUP に変更する場合 

-workgroup WORKGROUP 

注） JoinDomain . vbs ではドメイン、ワークダループへの変更までしか行わないので変更後（[結果の表示] 
でジョブが正常に終了したのを確認してから）は、必ず再起動のジョブを実行してください） 
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♦ 再起動 
デバイスを再起動する 
パラメータなし 


14.2.1 ジョブの実行 


単一またはデバイス七ットに対してジョブを実行するには、最初にジョブを定義します。 

定義したジョブはウイザードで設定を確認しながら行うホ法读行）と、設定を確認せずに即時に実行開 
始するホ法（クイック実行）があります。クイック実行は、パラメータにパスワード入力を必要とする場 
合などでは使用できませんのでご注意ください。ジョブの内容によっては、実行後に再起動が必要になる 
ことがありますので、前述のジョブの説明を参照し、必要であれば再起動を行ってください。 


A 


M パラメータとしてパスワードを入力する必要があるジョブの場合は、ジョブの実行時に 
[クイック実行]は使用できません。また、[実行]を選択してウィザード形式で実行する攝合、[ジ 
ヨブプロパティの選択]画面では入力したパスワードが* (アスタリスク）マークになってい 
ます。次の画面へ進む前に、必ずこの* (アスタリスク）マークを削除して新たにパスワード 
を入力してください。また、[ジョブの実行]でジョブの[プロパティ]を確認•再設定する場合 
も、 * マークになっているパスワードを削除して入力しなおしてください。 

V_ ^ 


14.2.2 複数のデバイスに巧し、同じジョブを実行する場合 

ジョブの中には複数のデバイスを七ットとして設定し、その七ットのメンバである複数のデバイスに巧し、 
1をに同じジョブを実行することができるものがあります。例えば、 JoinDomain . vbs をデバイスセットに 
巧して実行すると、メンバである複数台のデバイスを1度にドメインに参加させることができます。この 
場合、最初にデバイスセットを作成し、その後にジョブを定義して実行する必要があります。な下の手順 
にその操作を説明します。 

1. [14.1.7 複数のデバイスをセットにする]を参照してデバイスの七ットを作成する 

2. プライマリナビゲーションバーの[ジョブの実行]をクリックする 

3. タスクの[新規作成]をクリックする 

4. [ジョブテンプレートウイザードの開始]ページで炊へ]をクリックする 
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t な下のフィールドをそれぞれ設定する 

を前 （必須） 

説明 （任意） 

コマンド カスタム動作 

場所 コントローラ 

パス c:¥MDMScripts¥ JoinDomain'vbs 

ノ、フメ ■ — 夕 -join msnas msnas 羊 administrator -password ns4i0 

(この 例はパスワ ■ — ドが ns 410である管巧者 administrator で msnas という ド メイ ンに 参加する） 



6. 設をが終わったら[次へ]をクリックする 

7. [ジョブターゲットの選択]画面で、[デバイス七ット]を選択し、ドロップダウンリストからジョブ 
を実行するデバイス七ットを選択し、[次へ]をクリックする 

8. [ジョブテンプレートウィザードの完了]画面の設定確認後、[完了]をクリックする 

9. [ジョブの実行]画面でを義したジョブを選択し、[実行]をクリックするレくラメータにパスワードの入 
力が必要なジョブのため、[クイック実行]はできません） 

10. ウィザードに従って画面を進行し、[ジョブプロパティの選択]画面では、パラメータのボックスに表 
示されている* (アスタリスク）マークを削除してパスワードを再入力する 

11. [ジョブテンプレートウィザードの完了]画面の設を確認後、[完了]をクリックする 

12. ジョブの結果が表示されるので、正常に終了していることを確認する 
* 終了 ステータスが [0] であれば正常に終了しています。 
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13. セカンダリナビゲーションバーの[七ットの作成]をク y ックする 

14. 一覧からジョブを実行するデバイスセットを選択し、画面右のタスクの[ジョブを実行]をクリックす 
る 

1日.[ジョブ実行ウィザードの開始]画面で[次へ]ボタンをクリックする 

16. が下のフィールドをそれぞれ設定し、[次へ]ボタンをクリックする 
お前 （必須） 

説明 （任意） 

コマンド 再起動 

場所 コントローラ 

パス なし 

パラメータ なし 



17. [ジョブターゲットの選択]画面で、[デバイスセット]が正しく選択されているかを確認し、[次へ] 
ボタンをタリックする 

18. [ジョブ実行ウイザードの完了]画面で設定を確語し、[完了]をクリックする 

[ジョブ再起動の結果]画面が表示されまず。正常に終了した場合、[状態]が[完了]になります。 

状態が[進行中]のまま変わらない場合は、ブラウザをリロー ドしてください。 
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1七ットのメンバであるデバイスが起動していない状態でジョブを実行すると、ジョブの 
結果表示画面で状態が[見つかりません]と表示されます。この場合はデバイスを起動し、 
[14.1.3 デバイスの制御権を取得する]を参照して制御権を取得した後、ジョブを再実行して 
ください。 

また、ブラウザをリロー ドしても「進行中」のままが態が変わらない場合もあります。この 
場合もデバイスを再起動中、またはデバイスが起動していない状態であり、ジョブは実行さ 
れていない可能性があります。デバイスを起動してジョブを再実行してください。（進行中の 
^ヨブの履歴は削除してください） 


14.2.3 単一のデバイスにジョブを実行する 

すべてのジョブは単体のデバイスに巧しても実行できます。ここではあるデバイスに ローカル ユーザーを 
作成するジョブを実行する例を説明します。な下のようなューザーを作成します。 

ユーザーる tokyo 

パスワ ■ —ド tokyo 

参加するグル ■ —プ administrators (既存のグル ' —プ） 

1. 管巧用 PC でブラウザを起動し、コントローラである旧 torageNS の WebUI を表示する 

2. プライマリナビゲーションバーの[コントローラ]メニューをクリックし、[ジョブの実行]をクリックす 
る 

3. 画面右のタスクの[新規作成]をクリックする 

4. [ジョブテンプレートウイザードの開始]ページで[次へ]をクリックする 
乱な下のフィールドをそれぞれ設定し、[次へ]をクリックする 


お前 

(必須） 

説明 

(任意） 

コマンド 

カスタム動作 

場所 

コントローラ 

パス 

c:¥MDMScript 禅 CreateUser.vbs 

パラメータ 

-group administrators tokyo -password tokyo 
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6. [ジョブターゲットの選択]画面で、[単ーデバイス]を選択し、ドロップダウンリストからジョブを実行 
するデバイスを選択し、[次へ]をクリックする 

7. [ジョブテンプレートウイザードの完了]画面で設定確認後、[完了]をクリックする 

8. [ジョブの実行]画面で、実行するジョブをのチェックボックスをチェックし、タスクの[実行]をクリッ 
クするレくスワードを入力する必要があるため、[クイック実行]は使用できません。） 

陕行]を運択した場合は、ジョブを作成したときと同様のウィザード画面が表示され、設定を確認後にジョ 
ブが実行されます。パラメータとしてパスワードを入力した場合は、パスワードは* (アスタリスク）マ 
ークになっていますので、必ず、これを削除し新たにパスワードを入力しなおしてください。ウイザード 
を完了し、ジョブが実行されると結果が表示されます。（が態が[進行中]のままをわらない場合は、ブラウ 
ザをリロー ドしてください）終了ステータスの番号が [0] の場合は正常に終了しています。それな外の番号 
の場合は、タスクの[プロパティ]をクリックして詳細結果を表示し、エラーを確認して再を実行してくださ 

レ、。 
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(CQ ターゲットデバイスが起動していない状態でジョブを実行すると、 

ザードの完了画面で「デバイス<デバイスぶ> が見つかりません」とエラーが表示されます。 
デバイスを起動し、じん 1.3 デバイスの制御権を取得する]を参照して制御権を取得した 
後、ジョブを再実行してください。 


ジョブ実行ウイ 


また、ジョブの実行結果画面でブラウザをリロードしても「進行中」のまま状態が'変わら 
ない場合、「ジョブを実行できません」と表示された場合もデバイスが再起動中、または起 
動していない状態であり、ジョブは実行されていない可能性があります。デバイスを起動 
してジョブを再実行してください。（進行中のジョブの履歴は削除してください） 


14.3 通知の表示 


[通知の表示]画面では、デバイスの WebUI の[状潮に表示される警告、重大などのメッセージを確認し、 
消ちすることができます。タスクの[通知の詳細]を選択すると、さらに詳しく メッセージの内容を確認でき 
ます。通知の表示を有効にするには、あらかじめ、な下の設をが必要です。（アクティブでないデバイスは 
巧用できません） 


1. 管理用 PC でブラウザを起動し、コントローラである iStorageNS の WebUI を表示する 

2. プライマリ ナビゲーシヨンバーの[コントローラ]メニューを クリック し、[デバイスの 制御] を クリック 
する 

3. 設定するデバイスを選択し、タスクの[プロパティ]をクリックする 

4. [通知有効]を 「 Yes 」 に設定し、 [0 K ] をクリックする 


hM [コントローラ] メニューの[通知の表示]で表示される警告、重大などのメッ七ージの中 
には随知の詳細から別のブラウザウインドウを開いて設をできるものがあります（例：日付 


A 


と時刻の設を、電子通知メールの設を)。ネットワーク環境によっては開いたウインドウで[ぺ 
——ジを表示できません]というエラーになる場合があります。 WebUI を起動時に IP アドレスを 
巧用されている場合は、開いたウインドウのアドレスバーに表示されているデバイスのコンピ 


ュータをを削除し、 I P アドレスを入力して接続してください。 

V 


J 
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14.4 ジョブの履歴について 

実行したジョブの履歴はデータベースに保存されます。ジョブの実行を続けていくとデータベースのサイ 
ズが大きくなり、最大サイズである 2 GB に達すると、コントローラはその後ジョブを実行できなくなり、 
エラーを返します。その場合、続行する前にな下の手順でデータベースのサイズを減らす必要があります。 
管理者は定期的にデータベースのサイズを確認し、なるべく最大サイズを越えないようにしてください。 

r m 

sacdb . mdf と sacdbjog.ldf フ アイ ルのフ アイ ル サイズを定期的に確認し、 2 GB を越える前に 
処理を行ってください。 


- A 

WebUI のターミナルサービスクライアント画面を使用してが下のデイレクトリにある 


C:¥Program Files¥Microsoft SQL Server ¥ MSSOL $ MicrosoftSAMDM¥Data 

V_ 


J 


1. 管理用 P C でブラウザを起動し、コントローラである iStorage NS の WebUI を表示する 

2. プライマリナビ ダーシヨ ン バーの [メンテナンス]メ ニューを タリ ックする 

3. [ターミナルサービス]をクリックし、ターミナルサービスクライアント画面を起動する 

4. ユーザー名、パスワードを入力してログオンし、[スタート]一[プロダラム] 一 [ Accessories ] 一 
[Command Prompt ] の順にクリックしてコマンドプロンプト画面を開く 

5. が下のデイレクトリに移動する 
C :¥ WINNT ¥ svstem 32¥ ServerAppliance¥Script 禅 Control 


6. が下のパラメータを使用して コマン ドを実行する 

saarchive -startedbeiore aatetime -format type -iiie patn 


本 datetime • • .例： 04-24 と指定すれば、4/23が前のデータがアーカイブされる 
または、2002/04/24と指定することもできる 
*type • • • text または CSV を指定する 
* path . • •作成するファイルのパス名を指定する 
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例： 4/23な前の履歴を CSV 形式で e :¥ aaa として保存する場合 
saarchive -startedbefore 2002/04/24 -format csv -tile e:¥aaa 

7. ファイルが作成されたら、な下のパラメータを使用してジョブの履歴を消す 

saarchive -startedbefore datetime -delete 

* datetime . 例： 04-23 と指定すると 4/22 な前の履歴が削除される 

8. コマンドプロンプト画面を終了し、ターミナルサービスクライアント画面をログオフする 

手順7を実行すると、 WebUI の[コントローラ]メニューの[ジョブの履歴を表对画面から、指をした日付 
より前の履歴が削除されます。 
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14.5 コントローラを変更する場合 

コントローラと して使用 して、、干こ iStorage NS を再イ ンストールする 場合などで コントローラを 他の 
iStorage NS に変更するにはな下の2通りの方法があります。 

♦ 新しいコントローラで生成された証明書をデバイスに再登録させる 
巧しくコントローラに設定する iStorage NS で証明書を生成し、デバイスにその証明書を登録するホ法で 
す。 


♦ バックアップした証明書を使用して新しいコントローラを設をする 
[14.1.5 証明書ファイルをバックアップする]の手順で現在のコントローラの証明書をバックアップし、 
巧しくコントローラとする iStorage NS にその情報を登録するちをです。デバイスでの操作はありません。 
コントロールしていたデバイスの台数が多い場合はこのホをでより簡単に制御権を取得できます。ただし、 
巧たにコントローラとする iStorage NS には、な前のコントローラと同じコンピュータをを設をしてくだ 
さい。 

コントローラをを更する前にアクティブのデバイスの制御権を開放しておいてください。その後、上記い 
ずれかの方法を{ま用して、新しいコントローラでデバイスの制御権を取得してください。 

制御権を開放する 

1. 管 a 用 PC でブラウザを起動し、現在のコントローラである旧 torage NS に接続して WebUI を表示 
する 

2. プライマリナビ ゲー シ ヨンバーの[コントローラ]メニューを クリックする 

3. [デバイスの制御]をクリックして[デバイス]画面を開く 

4. 一覧から、制御を開放するデバイス名のチェックボックスをチェックし、タスクの[制御権を開放]を 
クリックする 

5. 制御権が開放され、[が態]が「制御されていません」にを更される。 


新しいコントローラで生成された証明書をデバイスに再登録させる 

1. 新たにコントローラとする iStorage NS のフロ ツ ピーデイスクドライブに空のフロ ツ ピーデイスクを 
七ットする 
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2. [14.1.1 コントローラの 設を] の 手順1から手順6に従い、新たに コントローラ とする iStorage NS 
で証明書ファイルを作成する 

3. エクスプローラでな下のファイルをフロ ッ ピーディスクにコピーする 
c：¥winnt¥system32¥serverappiiance¥certincateimdmroot.cer 

4. ターミナルサービスクライアント画面をログオフする 

5. 手順3で作成したフロッピーディスクを、制御権を取得するデバイスのフロッピーディスクドライブ 
に七ットする 

6. 管巧用 PC でブラウザを起動し、制御するデバイスの WebUI を表示する 

7. プライマリナビゲーシヨンバーの[メンテナンス]メニューをクリックする 

8. [夕ーミナルサービス]をクリックし、ターミナルサービスクライアント画面を起動する 

9. ログオン後、[スタート]一[プログラム] -^[Accessories] ^[Command Prompt] の順にクリックしてコ 
マンドプロンプト画面を開く 

10. な下のように入力して Enter キーを押す 
cd ¥WINNT¥system32¥ServerAppliance 

11. な下のように入力して Enter キーを押す 
SAAgentConfig -installcert A:¥mdmroot'cer 

12. メッセージボックスが表示されますので、 OK ボタンをクリックする 

13. コマンドプロンプト画面を終了し、ターミナルサービス画面をログオフする 

14. フロッピーディスクドライブからフロッピーディスクを取り出す 

15. WebUI の[メンテナンス]メニューの[シャットダウン]からデバイスを再起動する 

16. 手順5から手順15までの操作を、制御するデバィスごとに行う 

17. デバイスの設をが終了したら、「14.1.4デバイスの制御権を取得する」を参照して、巧しいコントロ 
ーラで制御権を取得する 

バックアップした証明書を使用して新しいコントローラを設定する 

* 新たにコントローラとする iStorage NS には、な前のコントローラと同じコンピュータをを設定 
してください。 

1. [14.1.5 証明書ファイルをバックアップする]の手順で作成した証明書のバックアップファイルが保 
存された フロッピー ディスクを、新たにコント ローラと する旧 torage NS にセットする 

2. [14.1.1 コントローラの 設定] の 手順1から手順6に従い、新たに コントローラ とする旧 torage NS 
で証明書ファイルを作成する 

3. エクスプローラなどを巧用して、セットしたフロッピーディスクから mdmroot.pfx と 
mdmcontr 址 er.pfx をな下のディレクトリに上書きコピ ■ —する 

C:¥WINNT¥System32 ¥ServerAppliance¥Certificate 

4. [スタート]一[プログラム] -^[Accessories] ^に ommand Prompt] の順にクリックしてコマンドプ 
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ロンプト画面を開く 

目. な下のように入力し、 Enter キーを押す 

cd C ：¥ WINNT ¥ system 32¥ ServerAppliance¥Certificate 

6. SACert -reg mdmroot.pfx と入力し 、 ENTER キーを押す 

7. SACert-reg mdmcontroller.pfx と入力し ENTER キーを押す 

8. Net Stop SACTLR と入力して ENTER キーを押し 、 Server Appliance Con か祉 er サービスを停止 

する 

9. Net Start SACTLR と入力して ENTER キーを押し 、 Server Appliance Contmller Service を起動す 
る 

10. SAController -refreshdevices と入力し ENTER キーを押す 

11. コマンドプロンプト画面を終了し、ターミナルサービスクライアント画面をログオフする 

12. WebUI の[コントローラ]メニューをクリックし、[デバイスの制伽をクリックする。 

13. 制御するデバイスを選択し、タスクの陆り御権を取翔をクリックする 


14.6デバイス《を変更する 

デバイスぶ（デバイスとして使用している旧 torage NS のコンピュータ名）をを更する場合は、注意が必 
要です。ジョブの SetMachineName . vbs を実行してデバイス名をを更し、再起動のジョブを実行した直後 
にコントローラで古いデバイス名で取得している制御権を開放し、デバイス名一覧から削除する必要があ 
ります。な下に手順を説明します。 

1. 管理用 PC で WebUI を起動し、コントローラに接続する 

2. [コントローラ]メニューの [デバイスの制細をクリックする。一覧から コンピュータぶ （デバイス名） 
を変更するデバイスを選択し、画面右のタスクから[ジョブの実行]をクリックする。[次へ]をクリック 
して、[ジョブプロパティの選択]画面で「名前」（必須）と「説明」（任意）を入力する 

3. 「パス J の「参照 J をクリックして、 SetMachineName . vbs を選択し、「パラメータ」ボックスに入力 
して [ OK ] をクリックする儲細は 「14.2 MDM の利用ホを」を参照） 

4. [ジョブターゲットの選択]画面で正しいデバイスが選択されていることを確認し炊へ]をクリックす 
る 

t [ジョブ実行ウィザードの完了]画面で設をを確認し、[完了]をクリックする 

6. ジョブが完了したら、再起動のジョブを実行するために再を、手順2を行う 

7. [ジョブ実行ウィザードの開始]画面で[次へ]ボタンをクリックする 

8. [ジョブプロパティの選択]画面でな下のフィールドをそれぞれ設定し、[次へ]ボタンをクリックする 

を前 （必須） 
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説明 （任意） 

コマンド 再起動 

場所 コントローラ 

パス なし 

パラメータ なし 

10. [ジョブターゲットの選択]画面で、デバイスをが正しく選択されているかを確認し、[次へ]ボタン 
をクリックする 

11. [ジョブ実行ウィザードの完了]画面で設をを確認し、院了]をクリックする 

* [ジョブ再起動の結果]画面が表示され、正常に終了した場合、[状衞が院了]になります 

12. [コントローラ]メニューの[デバイスの制御]をクリックし、古いあ前のデバイスを選択してタスクの 
陆 IJ 御権を開放]をクリックする。状態が「制御されていません」 にをわったら 、古いち前のデバイス 
をリストから削除する 

13. 巧しいデバイスをでデバイスが再起動したら、 コントローラに 表示された新しいデバイス名で制御権 
を取得する（デバイス名が表示されない場合は、じ 4.1. 4デバイスの制御権を取得する]とじ 4.1. 5デ 
バイスを手動で追加する]を参照してください。） 

14. 古いを前でデバイス七ットを作成していた場合は七ットのメンバから削除し、新しい名前で追加する 

/= - ^ 

Cy 上記手順を行わないでデバイスをを変更すると、コントローラの[デバイス]画面のデバ 

イスを一覧に古いデバイスをが残り、削除できなくなる場合があります。また、管理用 PC で 
デバイスの WebUI を開いてコンピュータタ（デバイスを）を変更した場合も同様の結果とな 
る場合があります。 

V J 
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